
2012 年度

事　業　報　告　書

第105回定期総会資料

2013 年 2月 27日

公益社団法人立川青年会議所



1 理事長挨拶並びに報告 矢澤   貴光 1

2 副理事長報告 迎 　浩一朗 2

久保田 純之 3

北島 　宏晃 4

宇都木 健太 5

3 専務理事報告   松島 　  孝 6

4 副専務理事報告 北島 　憲二 7

5 事業報告 ①総会報告 8

②理事会報告 9

③正副理事長会議 28

④事業一覧 29

6 理事長選挙管理委員会報告 30

7 委員会・地区部会事業報告 総務委員会 中川   夕香 31

青少年育成委員会 福本     学 32

心繋ぐ150実践委員会 牧野   義孝 33

たちかわLD委員会 小林   正嗣 34

地域協働推進委員会 吉田   裕史 35

国際渉外委員会 岡﨑     淳 36

TJC政策策定特別委員会 伊藤   大輔 37

広報戦略委員会 宮田 龍之介 38

立川部会 市村　 弘一 39

国立部会 荻尾　 雄二 40

武蔵村山部会  﨑田     学 41

8 褒賞受賞者一覧 42

9 例会出席表 44

10 役員名簿 46

11 派遣並びに出向者名簿 47

12 関係諸団体出向者名簿 49

13 直前理事長講評 松浦   孝治 51

14 顧問講評 渡辺   博昭 52

15 監事講評 佐藤   篤史 53

小林  　 寛 54

16 外部監事講評 山﨑   佳一 55

17 決算報告 56

18 監査報告 82

目　　次



1.1.1.1.    理事長挨拶並びに報告理事長挨拶並びに報告理事長挨拶並びに報告理事長挨拶並びに報告 

 

理事長 矢 澤 貴 光 

 

本年度も終えようとしている中で政権交代がなされ、いよいよ日本経済も大きく動き始

めそうな、そんな気配が感じられ始めております。いつの時代であっても、どのような状

況であっても、その現社会をつくっているのは「我」であります。だからこそ「我」が地

域によき効果を齎す人材である為に、持つべき資質を具え、世の為人の為に行動を起こし、

また、それが出来るという事に感謝をし、社会の発展に寄与する。その「我」等が同じ志

を持つ同志として集い、明るい豊かな社会の実現という目的の達成の為に力を合わせ共に

切磋琢磨する。この集団こそが「JC」であります。「変革の能動者たらんとする青年として 

個人の真に豊かな生活の実現を通して 自立した快適で活力のある地域を創造し 自由と公

正を保障する国家を基盤として 世界の平和と繁栄に貢献し 地球上のすべての人と共に生

きることを誓う」これは前 JC 宣言文です。JC は正にこの共通した理念の下に運動を展開

する青年経済団体であり、JAYCEE はその一員であります。だからこそ大切なのはその運

動を推し進める一人ひとりの「こころ」であるはずです。茶道の心得である「和敬清寂」。

本年はこの「こころ」を軸に多くの活動・運動を展開して参りました。中でも、2 月のスタ

ッフ例会では、日本 JC 第 8 代会頭であられます千玄室先輩に激励メッセージを戴き、4 月

の OB 合同例会では、歴代理事長であられます萬田先輩、井山先輩、岡部先輩、小松先輩

による御高話の中で、現役・オブザーバーのこころが動かされる JC への想いをお話し戴き、

5 月の全体事業へは多くの OB の皆様よりご協賛を戴き、その多くの先輩方の偉大なる志の

下に受け継がれて来た歴史の中で、我々現役の活動が為されているという実感をも得るこ

とが出来ました。ご理解とご協力を戴きました先輩方に、改めて深く御礼を申し上げます。

そして、本年度は多くの成果も残すことが出来ました。東京ブロックより、本年度の優秀

事業賞、優秀拡大賞、そして優秀個人賞。2014 年のわんぱく相撲東京都大会開催地の決定。

日本 JC からは、国際事業への貢献として国際グループより国際特別賞を頂くことが出来ま

した。また、会員の拡大では立川 JC シニアクラブ会長岩下先輩をはじめとする OB の皆様

にも強力なご支援を戴き、過去最多である 41 名の新入会員を迎えることが出来ました。50

周年のその先を見据え、2010 年代運動指針の下に立川 JC 政策も策定し、本年度末の公益

社団法人への許認可と合わせ、2013 年度への襷渡しは万全の体制で迎えるに至りました。 

大きく変化をしていくであろうこれからの時代の中で、組織も柔軟に変化（進化）を遂

げていく必要があります。その変化を恐れずに臆する事無く、いつの時代もつよい組織で

あり続けていく為に、一人ひとりのリーダーとしての真の資質が試される時代でもありま

す。本年の学びがいずれ役に立つことになればこころから嬉しく思います。 

次代を担う若き立川の JAYCEE 達にエールを込めて、以上を本年度としての挨拶並びに

報告と致します。2013 年度も宜しくお願い致します。 
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2.副理事長報告 

 

副理事長 迎   浩 一 朗 

 

2012 年度矢澤理事長のもとで、副理事長という役職を担当させて頂き、大変充実した学

びの多い時間を過ごすことができました。地域協働推進委員会・国際渉外委員会と 2 委員

会を担当させて頂き、また担当した吉田委員長・岡﨑委員長をはじめとする委員会メンバ

ーの皆様には、多大なご協力頂いたことに感謝しこの場を借りてお礼申し上げます。 

吉田委員長率いる地域協働推進委員会は、「防災」を柱に自治会と連携しながら運動展開

して頂きました。3月例会では、3.11東日本大震災からちょうど 1年を迎えるこの時期に、

有事の際に、減災のための行動や連携を考える必要性を訴えた例会を一般来場者 300 人を

超える動員の中、開催いたしました。実際に、立川断層を抱える私達が、この地域にどう

向き合いどう対応するのか。また、行政への意見もしやすい自治会という基盤を利用し、

地域自治のしくみ作りとして魅力あるまちづくりを行う組織を育成するために、“地域防

災力向上会議”を発足し、地域で連携し支えあう関係づくりが、「自分たちの地域は自分で

守る」という自覚と連携感で、公の行政機関の正確な情報がスムーズに行くシステムの確

立を目指し 5000枚を超えるアンケートの配布や集計等、委員会メンバー一丸となり事業を

展開してくれました。 

岡﨑委員長率いる国際渉外委員会は、東京ブロック・日本 JC への出向フォローや JC 事

業への登録や取り纏め、LOMのムードメーカーとして大きな存在を演じて頂きました。常に

参加者が楽しむ設営を心がけ嫌な顔ひとつせず裏方を全うしてくれた事に感謝します。9月

例会では、一橋大学の兼松講堂を立川 JC初となる例会会場とし、真の日本人の精神や日本

人の誇れる力を櫻井よしこ先生をお招きし、来場者が国際的組織である JCI とアイセック

が地域で活躍していることを知る機会となり、国際的組織のスケールメリットや魅力を地

域の方へ発信してくれました。 

それぞれの運動はまだ始まったばかりです。まずは関わったメンバーが問題を意識し行

動・運動する熱い気持ちが大切です。いずれ大きな波紋となり問題解決に向かっていくと

思います。 

来年からまた、それぞれ別々の役割をもって新たな道を歩み始めます。昨年、矢澤理事

長から副理事長という役を拝命した時と同じように、また期待と不安を胸に、新しいチー

ムで進んでまいります。昨年のブロック褒賞受賞、そして 41名拡大という歴史に残る拡大。

個々のメンバーが“和敬清寂”を心に持ち、LOM の雰囲気も最高の形で 2013 年度にバトン

が渡されました。教えて頂いたことを、しっかりと体と心に沁み込ませて、2012 年度社団

法人立川青年会議所副理事長の職を終えたいと思います。 

 

今年関わってくださった全ての方に感謝を申し上げます。ありがとうございました。 
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副理事長 久 保 田  純 之 

 

2012 年度、矢澤理事長から青少年育成委員会担当副理事長を仰せつかり、初めての役職

に責任と自覚を持ちスタートを切らせて頂きました。 

「和敬清寂」気高く凛然とした青年であれのスローガンのもと青少年育成委員会の担い

は、現代の社会を取り巻く環境が複雑化、多様化し様々な要因が子ども達の心にも少なか

らず影響を及ぼす中で、私達に出来る事はと考え、次世代を担う子ども達に日本の素晴ら

しさや格好良さを知って貰い、日本人として自信や誇りが持てるよう、「クールジャパン」

をキーワードに『こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山』を全体事業として開催させて

頂きました。地域の子ども達には多くの地域企業や OB 諸兄の御陰を持って、7 つのパビリ

オンで多くの楽しい体験ができ、日本の素晴らしさや格好良さに気付く機会を与えること

が出来たと感じます。また、福本委員長を中心に事業内容・事業予算・協賛企業・協賛金

集めと苦労を致しましたが、今回のような大きな事業を全メンバーと共に企画・運営が最

初から最後まで携ることができたことに関しまして、JAYCEE としても LOM としても貴重な

財産になったと思います。今後も、このような素晴らしい事業は大変かもしれませんが、

明るい豊かな社会を作り上げるために開催し続けてほしいと願ってはやみません。 

委員会事業として、人間の価値観のなかで最も大切なものは「思いやり」であると考え

さらに現代の子ども達は、社会性や自立性を学ぶ機会の減少に伴い、他人に対する思いや

りが薄れているということから、思いやる心を育み、家族に守られていること理解し感謝

できるようにと「思いやりダイニング～感謝の気持ちをお皿にのせて～」を開催させて頂

きました。この事業のポイントは参加した子ども達が、自分で考え、人に伝える事でした。

参加した小学生の年齢層が低く、理解できなかった子ども達もおりましたが、将来この事

業に参加したという記憶から事業の本質に気付く日が来ると思います。またその瞬間が、

この事業の成功といえるでしょう。そして、参加した事業が青年会議所の活動だと気付き、

いつの日か青年会議所のメンバーとなって頂きたいとも思います。 

個人的には、東京ブロックへ出向させて頂きました。他 LOM には、自分達の LOM にいな

いような個性豊かなメンバーが多く在籍しています。さらなるスキルアップと横の繋がり

をもとめ来年は、若いメンバーを誘い日本・東京ブロックと出向させて頂きたいと考えて

います。来年度はラストイヤーとなります。私が経験してきた少しの知識や経験を若いメ

ンバーに継承できたらと考えています。 

最後になりますが、理事長をはじめと致しますスタッフメンバーの皆様に助けられ、一

年間副理事長の役を全うする事が出来ました。感謝申し上げます。 

一年間ありがとうございました。 
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副理事長 北 島 宏 晃 

 

矢澤理事長より TJC 政策策定特別委員会と広報戦略委員会の担当副理事長として任命頂

き、皆様のご協力をもちまして 1年間の役職を終えることができました。 

TJC政策策定特別委員会は、今後の立川青年会議所の方向性を示す TJC政策の策定と公益

法人格移行についてが大きなミッションでありました。スタッフを含む常任理事が出向メ

ンバーという事で積極的な参加と活発な議論が行われ、非常に有意義な委員会が開催でき

ました。また、アドバイザーとして山﨑監事にご協力頂き、課題の抽出とその解決に向け

た考え方など、様々な場面においてアドバイスを頂けたことも政策策定に対して大きな力

となりました。改めまして山﨑監事への感謝を申し上げます。公益法人格移行について、

事務的な手続きは伊藤委員長を始めとした委員会スタッフが行い、財務的な手続きは杉田

財務に多大なご尽力を頂きました。無事に年内に手続きが終了し、2013 年始めから公益社

団法人立川青年会議所として更なる運動を展開していけることとなりました。法人格移行

に対して様々なアドバイスを頂きました公認会計士の小澁先生にも御礼申し上げます。担

当例会においては原田憲太郎 JCI 直前会頭をお招きし、ご講演頂けたこともメンバーのモ

チベーションアップにも繋がったことと思います。 

広報戦略委員会も各委員会の副委員長、幹事が出向メンバーという事で毎回多くのメン

バーに参加頂き、積極的な活動が行われました。立川 JC全体の広報を考えながら一括して

チラシ・ポスターの作成を行うことで費用を抑えることができたと考えます。ホームペー

ジの運営や Facebookを利用した広報などにおいても視覚的にも即時性という意味でも効果

が上げられたものだと思います。また、FM たちかわのご協力を頂き、ラジオ番組の放送な

ど、新たな取り組みをすることができました。若手のメンバーを中心に例会や事業の告知

など、発信を通して自分達の取り組みを理解する事にもつながり、メンバーの資質向上に

一つの方法を見せてくれました。さらにメンバーブログでは、普段見られないメンバーの

私生活での一面や考え方などを表現するツールとして役立ちました。宮田委員長を始めと

した委員会スタッフは、例会や事業において記録取りなどを積極的に行ってくれたことで、

数年後に過去事業を振り返った際の財産になることと思います。 

和敬清寂のスローガンの下、活動した 2012 年度は多くの新入会員の皆様との出会いや

様々な取り組みの中で私自身も成長させて頂けた 1年でありました。2014年に迎える 50周

年に向けて、LOM全体の力を集めて、さらに地域からも頼られる公益社団法人立川青年会議

所を目指して邁進していきたいと思います。貴重な経験をさせて頂きました矢澤理事長に

対して感謝申し上げるとともに、担当の両委員会スタッフ、ご協力頂きました全ての皆様

に深く御礼を申し上げます。1年間ありがとうございました。 
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副理事長 宇 都 木 健 太 

 

50周年を目前に控え、更にその先を見据えた時、今この立川 JCに必要なものは何か。そ

れは JC運動のネルギーの根幹を成す「人」であると。組織を上げて取り組む会員拡大、自

立自走のできる魅力ある JAYCEE の育成。本年度、心繋ぐ 150 実践委員会・たちかわ LD 委

員会を担当させて頂きました。このような成長の機会を頂けたことに感謝しております。 

牧野委員長、小林委員長と言ういずれも委員長経験者である武者とどう向き合っていく

か、私自身初めての副理事長という役割に、試行錯誤の 1 年でありました。しかし、そん

な不安も余所に、両委員長におかれては、さすが経験者と言った貫禄で多くの委員会メン

バーを見事に束ね、またメンバーに慕われる委員長として、羨ましい程の委員会運営であ

りました。 

心繋ぐ 150実践委員会では、文字通り「心を繋ぐ」をモットーに、委員会のみならず LOM

全体として会員拡大に取組む為に、拡大スパイラルアップの実践をベースに全 4 回の拡大

会議から委員会ブログに至るまで様々な手立てを講じて参りました。その様な委員会の創

意工夫と勢いがいつしか LOM全体の空気を変え、過去最多の 41名という新入会員をお迎え

するに至ったのではないでしょうか。また、会員拡大は永遠に続く継続事業であるとして、

「虎の巻」と題し次年度へ繋げる引継書を作成しました。時や人は変われど、根底を成す

ものはあると信じております。 

たちかわ LD 委員会では、「LD の立川」の文化を取り戻すべく、原点回帰し、しっかりと

した JC運動の理解促進と地域経済人としてのビジョンの習得に力を注ぎました。待ったな

しの世代交代を鑑み、若手メンバー、そして新入会員を対象に 2 回の VMV セミナーを開催

しました。入口としても、またそれぞれのキャリアや立場毎に学びが多かったと思います。

今後も日本 JCのプログラムなども活用しつつ、ステップアップを意識した継続的な取り組

みと正に「LDの立川」の文化醸成が必要ではないでしょうか。 

これからの立川 JCが力強く地域で運動を展開していく為に欠かせない役割を担って頂い

た両委員会。委員長の熱き想いと行動力、女房役の副委員長、委員会の潤滑油である幹事、

そして何より多くのメンバーの支えがあったからこそ進んでこれた委員会でした。本当に

お疲れ様でした。 

担当副理事長として、どれだけ委員会のお役に立てたかわかりませんが、1年間大変お世

話になりました。感謝の気持ちでいっぱいです、ありがとうございました。 
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3.専務理事報告 

 

専務理事 松 島  孝 

 

「和敬清寂 気高く凛然とした青年であれ」と矢澤理事長が掲げた 2012 年度、専務理事

とうい大役を仰せつかり組織全体の把握や運営方法に関わることで沢山の事を気付かされ、

また貴重な経験をさせて頂き充実した 1年間を送る事が出来ました。 

しかし 100 人を超える LOM の専務理事として如何に矢澤理事長の想いを立川青年会議所

メンバーに伝え、成しえる事が出来るのかと不安でしたがご指導頂きました皆様に助けら

れ、また自分自身の修練の場としても日々、自問自答しながらではありましたが無事、全

事業を終える事ができました。 

委員長の皆様にも絶え間ない努力とご協力をして頂きました。クールジャパンをキーワ

ードに開催した子どもドリームフェスタ、武蔵村山市の助成金を活かし全体事業として LOM

が一丸となる切掛けとなった青少年育成委員会。グローバルコンパクトを基軸としたセミ

ナーの開催を行った、たちかわ LD委員会。防災意識を高め危機管理の啓発を促し地域諸団

体との連携確立をした地域協働推進委員会。JC のスケールメリットを伝えあらゆる活動の

機会をメンバーに発信した国際渉外委員会。新入会員をフォローアップし拡大戦略を意識

付けた結果 41名の会員拡大を成し遂げた心繋ぐ 150実践委員会。効率的且つ効果的な戦略

的広報をし JCのファンづくりにも繋げた広報戦略委員会。2010年代運動指針を踏まえ真の

豊かさを定義付けた立川 JC政策の策定と公益社団法人移行に向けた新定款の作成を行った

TJC政策策定特別委員会。そして LOMの縁の下の力持ちとして当たり前のことを当たり前に

職務を遂行した総務委員会中川委員長。北島副専務を担当にわんぱく相撲をはじめ、地域

事業への積極的参画と地域団体との交流を担った各部会長の皆様、公益社団法人移行に伴

う定款の変更、予算書の作成、公益申請に携わった杉田財務。もちろん委員長だけではな

く、一人ひとりが活躍し、支え合ってくださったメンバーの皆様にも厚く感謝を申し上げ

ます。 

また、スタッフの皆様に於かれましては矢澤理事長を男にすべく、お互いに切磋琢磨し

ながら LOM がより良くなることを考え、地域諸団体との連携、メンバー同士の絆と常にア

ンテナを張って行動しご尽力くださり何かとお心遣い頂き有難うございました。頼りのな

い専務理事でしたが最後まで根気強く付き合って頂き感謝を申し上げます。 

そんな皆様、一人ひとりが立川青年会議所を想って行動した事により、東京ブロックで

は褒賞を受賞し、日本 JCからはゴールデンハンマーを頂く事が出来ました。2012年度立川

青年会議所は矢澤理事長の下、メンバー一丸となり、一つの和となり、立川 JC一心になる

事が出来ました。このような機会を与えてくださった矢澤理事長に感謝を申し上げます。 

本当に 1年間有難うございました。 
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4.副専務理事報告  

 

副専務理事 北 島 憲 二 

 

2012年度矢澤理事長が掲げられた「和敬清寂 気高く凛然とした青年であれ」のスローガ

ンの下、副専務理事・事務局長・地区部会担当を務めさせて頂きました。この機会の中に

は自分自身の「気付き」や「学び」が多くあり、そして多くのメンバーの「想い」や「優

しさ」に触れる事で、職務を全うする事が出来たと思っております。 

当初は 2010年度入会とまだまだ経験が浅い自分が、「初理事」・「初スタッフ」・「初担当」

と初物尽くしで務まるのかと不安な部分が多くありましたが、スタッフの皆様の青年会議

所や地域に対する熱き想い、その全てにおいて真摯に取り組む姿勢を間近にする事は、自

分自身の気付きや学びに溢れておりました。その様な貴重な経験をさせて頂いたスタッフ

の皆様には心より感謝を申し上げます。 

多くの貴重な経験の中で地区部会担当の担いが一番印象に残っております。3市を合わせ

年間を通して多くの事業を行ない、自分自身も初担当という事もあり、非常に心配をして

おりましたが、その様な心配は不要でした。市村・荻尾・﨑田部会長の事業の成功の為に

取り組む姿勢は元より、先頭に立ってメンバーを引っ張る姿はとても心強く、渡辺顧問を

始めとするベテランメンバーの皆様には、事業の経緯や取り組み方など数々の経験を教え

て頂きました。多くの事業を行なって参りましたが、立川部会では 2009年度以来のわんぱ

く相撲全国大会に出場をする事ができ、その中でわんぱく力士達の引率を始め、親御さん

への配慮など市村部会長にはご尽力をして頂きました。国立部会では 2012年度はどんど焼

き実行委員会事務局の年となり、荻尾部会長を始めとする国立部会スタッフの皆様には事

務局の運営や年末の竹探し、年始の設営にと奔走して頂きました。そのお陰もあり、実行

委員会が盛り上がり、どんど焼きの成功に繋がったと思っております。武蔵村山部会では 5

月のドリームフェスタ内で行なった、ムラリンピックをデエダラまつりにて開催致しまし

た。発想力が豊かな﨑田部会長には驚かされる事ばかりで、それ以上に行動力の凄さには

脱帽致しました。ムラリンピックはデエダラまつり実行委員会でも大変好評を得る事がで

き、今後の可能性が楽しみな事業になったと思っております。部会全体としましては、初

の試みである 3部会同日開催を行ない、11月には第 879回例会を開催させて頂きました。

本例会はメンバー出席 100%を目指しており、その際には委員長の皆様の暖かいアドバイス

や応援、そして何よりも多くのメンバーの皆様のご協力を持ちまして 93.9%の出席となりま

した。自分自身この例会を通じて JCの本質に触れる事が出来た事が一番の学びであったと

思っております。今、振り返ると反省や後悔が沢山ありますが、この様に気付きや学びの

機会を与えて下さった矢澤理事長に感謝を申し上げる共に、多くの部会事業にご協力を頂

きました全てのメンバーに御礼を申し上げ、報告とさせて頂きたいと思います。 

一年間ありがとうございました。 
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5.事業報告 

 

①総会報告 

 

第 102回通常総会 2012年 2月 22日（水） ザ・クレストホテル 出席会員数 96名 

第 1号議案 2011年度社団法人立川青年会議所事業報告 

満場一致で原案通り可決承認 

第 2号議案 2011年度社団法人立川青年会議所収支決算書 

満場一致で原案通り可決承認 

 

第 103回通常総会 2012年 7月 4日（水） 立川市女性総合センターアイムホール 

出席会員数 119名 

第 1号議案 条件付定款変更承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 2号議案 2013年度社団法人立川青年会議所理事長承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

 

第 104回通常総会 2012年 12月 3日（月） 立川グランドホテル 出席会員数 125名 

第 1号議案 条件付定款変更承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 2号議案 立川 JC政策みんなの夢が全部かなう未来へ承認の件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 3号議案 社団法人立川青年会議所 2013年度理事長所信承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 4号議案 社団法人立川青年会議所 2013年度事業計画承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 5号議案 社団法人立川青年会議所 2013年度役員承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

第 6号議案 社団法人立川青年会議所 2013年度収支予算承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 

 

臨時総会 2012年 3月 22日（木） 立川グランドホテル 出席会員数 103名 

第 1号議案 2012年度社団法人立川青年会議所補正予算（案）承認に関する件 

満場一致で原案通り可決承認 
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②理事会報告 

 

第 1回理事会議 2012年 1月 18日水曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

広報戦略委員会チラシ・ポスター制作費拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 871回例会その時、どうする！ 

～立川断層を抱える私たちにできること～開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

2011年度TACHIKAWA燃えよ商店街ホームページ管理・更新報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

社団法人立川青年会議所第 101回通常総会報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

第 867回例会新人担当例会大地震対し我々が出きること 

～OurSolutions未来への希望～報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

第 868回例会卒業式報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

Awards2011報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

2011年度社団法人立川青年会議所褒賞特別委員会設置報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 2回理事会議 2010年 2月 9日火曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

拡大スパイラルアップ実践会議開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 872回例会心繋ぐOB合同例会～Loadsto150～開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 3号議案 

例会日程変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

宇多村純一（うたむらじゅんいち）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

武田将司（たけだまさし）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

和田昴（わだあきら）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

稗田美菜子（ひえだみなこ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

宇多村純一君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

武田将司君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

和田昴君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

稗田美菜子君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 3回理事会議 2012年 3月 7日水曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

第 869回例会新年賀詞交歓会開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

VisionMission＆Valuesセミナー～Jcで何をする？開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 3号議案 

第 873回例会こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山開催ならびに分担金拠出（案） 

承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

2012年度補正予算（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

2012年度臨時総会開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

第 871回例会臨時総会開催に伴う看板変更及びチラシ変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

長澤潤（ながさわじゅん）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

松尾暢大（まつおのぶひろ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

大石武寿（おおいしたけとし）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

岩田麻樹（いわたまき）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

渡邊竜男（わたなべたつお）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

工藤智明（くどうともあき）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

松本万紀（まつもとまき）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

岡部栄一（おかべえいいち）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 15号議案 

長澤潤君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 16号議案 

松尾暢大君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 17号議案 

大石武寿君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 18号議案 

岩田麻樹君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 19号議案 

渡邊竜男君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 20号議案 

工藤智明君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 21号議案 

松本万紀君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 22号議案 

岡部栄一君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 23号議案 

第 24回わんぱく相撲立川場所開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 4回理事会議 2012年 4月 11日水曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

2012年度社団法人立川青年会議所第 102回通常総会開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 870回例会和敬清寂気高く凛然とした青年であれ開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 3号議案 

第 873回例会こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山 

実行委員会分担金拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

メディア広報事業（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

第 4回わんぱく相撲武蔵村山場所開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

第 874回例会行こうぜ！TOKYOBLOC～東京ブロック会員大会in国分寺～開催（案） 

承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

第 62回JCIASPAC香港大会参加ならびにジャパンナイトブース出展（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

温陽JC交流及び記念品贈呈（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

吉澤昌志（よしざわまさし）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

渡邉拓（わたなべたく）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

山口学（やまぐちがく）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

吉澤昌志君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

渡邉拓君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 14号議案 

山口学君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 5回理事会議 2012年 5月 15日火曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

2012年度社団法人立川青年会議所臨時総会開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 871回例会その時、どうする！～立川断層を抱える私たちにできること～報告（案）承

認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

2013年度社団法人立川青年会議所理事長選挙管理委員会設置（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

これから絶対!!!CSR!!!～企業人としての社会的責任～開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

小林敬三（こばやしけいぞう）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

栗原卓（くりはらすぐる）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

小林敬三君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

栗原卓君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 6回理事会議開催日時 2012年 6月 14日木曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

国立市内地域協働事業参画及び分担金拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 2号議案 

第 872回例会心繋ぐOB合同例会～Loadsto150～開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

2012年度サンバーナディノ市派遣高校生接遇参画及び分担金拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

第 875回例会あなたが創る企業の未来～リーダーシップが地域を変える～ 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

公益社団法人格認定の条件付定款変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

2012年度社団法人立川青年会議所第 103回通常総会開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

第 876回例会GoImpacttheworld!世界は青年の力を待っている。開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

武蔵村山市内地域協働事業参画及び分担金拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

伊藤賢二（いとうけんじ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

本多世樹（ほんだせいき）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

小辻学（こつじまなぶ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

対馬一（つしまはじめ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

杉森創（すぎもりはじめ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 14号議案 

中川敬（なかがわけい）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 15号議案 

稲場竜人（いなばたつひと）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 16号議案 

佐古貴紀（さこたかのり）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 17号議案 

福島宏和（ふくしまひろかず）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 18号議案 

毛利太亮（もうりだいすけ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 19号議案 

根橋洋輔（ねばしようすけ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 20号議案 

伊藤賢二君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 21号議案 

本多世樹君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 22号議案 

小辻学君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 23号議案 

対馬一君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 24号議案 

杉森創君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 25号議案 

中川敬君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 26号議案 

稲場竜人君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 27号議案 

佐古貴紀君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 28号議案 

福島宏和君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 29号議案 

毛利大亮君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 30号議案 

根橋洋輔君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 7回理事会議 2012年 7月 13日金曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

地域防災力向上会議発足及び災害ボランティアネット参画（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 877回例会BEPROUDOFOURPRINCIPLE〜世界に誇れる日本人のこころ〜開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

三鴨加奈子（みかもかなこ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

丸身信介（まるみしんすけ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

中村淳（なかむらあつし）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

下田育立（しもだやすたか）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 7号議案 

渡辺浩毅（わたなべひろき）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

江郷勝哉（えごうかつや）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

三鴨加奈子君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

丸身信介君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

中村淳君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

下田育立君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

渡辺浩毅君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

江郷勝哉君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 8回理事会議 2012年 8月 7日火曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

第 4回わんぱく相撲武蔵村山場所開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

第 874回例会行こうぜ！TOKYOBLOC～東京ブロック会員大会in国分寺～ 

開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

第 62回JCIASPAC香港大会参加ならびにジャパンナイトブース出展報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 4号議案 

温陽JC交流及び記念品贈呈報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

2012年度社団法人立川青年会議所第 103回通常総会開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

VisionMission＆Valuesセミナー～Jcで何をする？会場変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

おもいやりダイニング～感謝の気持ちをお皿にのせて～開催（案）承認の件 

賛成 15名反対 4名白票 3名賛成多数により可決承認 

第 8号議案 

第 878回例会市民の求める防災コミュニティとは？ 

～リーダー育成と協議の場の必要性～開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

第 877回例会パーソナリティ-変更及びチラシ変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

栁澤安徳（やなぎさわやすのり）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

田村真一（たむらしんいち）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

栁澤安徳君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

田村真一君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 9回理事会議 2012年 9月 14日金曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

第 24回わんぱく相撲立川場所開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 2号議案 

これから絶対!!!CSR!!!～企業人としての社会的責任～開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

第 875回例会あなたが創る企業の未来～リーダーシップが地域を変える～ 

開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

スパイラルアップ実践会議開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

第 876回例会GoImpacttheworld!!世界は青年の力を待っている。 

開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

拡大実践虎の巻作成（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

第 879回例会青年よ地域を照らす光明たれ開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

第 878回例会時間変更および登壇者・チラシ変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

2012年度サンバーナディノ市派遣高校生接遇参画及び分担金拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

第 61回全国会員大会北九州大会卒業生用記念のぼり制作（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

林洋平（はやしようへい）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

林洋平君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 13号議案 

2013年度理事長所信（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

2013年度事業計画（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 15号議案 

2013年度監事選任（案）承認の件杉田監事久保田監事 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 16号議案 

2013年度役員名簿（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 17号議案 

2013年度組織図（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 18号議案 

2013年度年間日程（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 19号議案 

2013年度担当例会事業議案書・報告書提出日程（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 10回理事会議 2012年 10月 15日月曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山実行委員会設立及び開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山開催ならびに分担金拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

社団法人立川青年会議所 2012年度要覧作成報告（案）承認の件出席理事全員賛成により可

決承認 

第 4号議案 

VisionMission＆Valuesセミナー～Jcで何をする？開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 5号議案 

第 880回例会和敬清寂、品格あるJAYCEEとして～GetDevelopmentOpportunities～ 

開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

第 881回例会卒業式開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

第 881回例会Awards2012開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

小林泰英（こばやしやすひで）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

荒口大輔（あらぐちだいすけ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

李知泳（りじよん）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

小林泰英君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

荒口大輔君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

李知泳君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

2013年度年間日程（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 15号議案 

2013年度担当例会事業議案書・報告書提出日程（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 16議案 

2013度予算（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 17号議案 

50周年事業準備特別委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 18号議案 

総務広報委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 19号議案 

第 1拡大委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 20号議案 

研修委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 21号議案 

渉外委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 22号議案 

国際委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 23号議案 

第 2拡大委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 24号議案 

地域交流委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 25号議案 

青少年委員会委員長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 26号議案 

地区部会地区長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 27号議案 

立川部会部会長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 28号議案 

国立部会部会長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 29号議案 

武蔵村山部会部会長所信（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 30号議案 

2013年度組織図（案） 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 11回理事会議 2012年 11月 19日月曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

第 877回例会BEPROUDOFOURPRINCIPLE～世界に誇れる日本人のこころ～ 

開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

おもいやりダイニング～感謝の気持ちをお皿にのせて～開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

立川JC政策みんなの夢が全部かなう未来へ（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

衆議院議員選挙東京 21区公開討論会開催（案）承認の件 

賛成 23名、反対 1名、白票 0名、賛成多数により可決承認 

第 5号議案 

衆議院議員選挙東京 19区合同個人演説会分担金拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

衆議院議員選挙東京 20区公開討論会分担金拠出（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 7号議案 

条件付定款変更（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

社団法人立川青年会議所第 104回通常総会開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

横澤高寛（よこざわたかひろ）君入会承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 10号議案 

横澤高寛君委員会・地区部会配属の件 

出席理事全員賛成により可決承認第 11号議案 

第 36回塞の神どんど焼き分担金拠出ならびに参画（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

新入会員入会オリエンテーション開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

2013年度要覧作成（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

2013年度ホームページ作成・運営管理（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 15号議案 

第 882回例会新年賀詞交歓会開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 12回理事会議 2012年 12月 13日木曜日立川グランドホテル 

第 1号議案 

新入会員入会オリエンテーション開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 2号議案 

2012年拡大ツール作成及び配布報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 3号議案 

拡大実践虎の巻作成及び配布報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 4号議案 

第 61回全国会員大会北九州大会卒業生用記念のぼり制作報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 5号議案 

チラシ・ポスター制作費拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 6号議案 

メディア広報事業報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 7号議案 

地域防災力向上会議発足及び市民による災害ボランティアネット参画 

報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 8号議案 

第 878回例会市民の求める防災コミュニティとは？-リーダー育成と協議の場の必要性-開

催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 9号議案 

社団法人立川青年会議所 2013年度理事長選挙管理委員会設置報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 10号議案 

武蔵村山市内地域協働事業参画及び分担金拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 11号議案 

第 879回例会青年よ地域を照らす光明たれ開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 12号議案 

社団法人立川青年会議所 2012年度ホームページ作成・運営管理報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 13号議案 

衆議院議員選挙東京第 20区公開討論会分担金拠出報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 14号議案 

衆議院議員選挙東京第 21区公開討論会開催報告（案）承認の件 

席理事全員賛成により可決承認 

第 15号議案 

第 880回新人担当例会和敬清寂品格ある JAYCEEとして 

～GetDevelopmentOpportunities～開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 16号議案 

社団法人立川青年会議所第 104回通常総会開催報告（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認第 17号議案 

立川青年会議所ご案内パンフレット作成及び配布（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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第 18号議案 

全メンバー拡大戦略実践会議～WeareallOne～心は一つ一致団結～開催（案）承認の件出席

理事全員賛成により可決承認 

第 19号議案 

更なる未来へのステップ！あなたの中にある理想の立川 JAYCEEを！開催（案）承認の件出

席理事全員賛成により可決承認 

第 20号議案 

第 883回例会 selfreformation～活躍のステージへ～（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

第 21号議案 

開講!!TJCまるわかり塾開催（案）承認の件 

出席理事全員賛成により可決承認 

 

第 1回臨時理事会議 2012年 10月 30日火曜日アイム第一学習室 

第 1号議案 

2014年度第 26回わんぱく相撲東京都大会主管LOM立候補（案）承認に関する件 

出席理事全員賛成により可決承認 
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③正副理事長会議

回 開催日 開催場所

第1回 　1月 5日 木曜日 JCルーム

第2回 　1月25日 水曜日 JCルーム

第3回 　2月 2日 木曜日 JCルーム

第4回 　2月17日 金曜日 JCルーム

第5回 　2月28日 火曜日 JCルーム

第1回臨時 　3月 5日 月曜日 JCルーム

第6回 　3月14日 水曜日 JCルーム

第7回 　3月29日 木曜日 JCルーム

第8回 　4月19日 木曜日 JCルーム

第9回 　5月 7日 月曜日 JCルーム

第10回 　5月23日 水曜日 JCルーム

第11回 　6月 5日 火曜日 JCルーム

第12回 　6月20日 木曜日 JCルーム

第13回 　7月 5日 木曜日 JCルーム

第14回 　7月18日 水曜日 JCルーム

第15回 　7月31日 火曜日 JCルーム

第16回 　8月29日 水曜日 JCルーム

第17回 　9月 7日 金曜日 JCルーム

第18回 　9月25日 火曜日 JCルーム

第19回  10月 4日 木曜日 JCルーム

第20回  10月18日 木曜日 JCルーム

第2回臨時  10月30日 火曜日 JCルーム

第21回  11月 6日 火曜日 JCルーム

第3回臨時  11月19日 月曜日 JCルーム

第22回  11月29日 木曜日 JCルーム

第23回  12月 6日 木曜日 JCルーム

第24回  12月19日 水曜日 JCルーム

正副理事長会議構成員 矢澤　   貴光 理事長

迎　 　浩一朗 副理事長

久保田　純之 副理事長

北島　 　宏晃 副理事長

宇都木　健太 副理事長

松島　　　　孝 専務理事

杉田　 　光輝 財務担当常任理事

中川　 　夕香 総務委員会 委員長

北島　 　憲二 副専務理事

陪席役員 松浦　 　孝治 直前理事長

渡辺　   博昭 顧問

宮田　龍之介 広報戦略委員会 委員長

関根　　 　 渉 総務委員会 副委員長

出席率

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

88.9%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

88.9%

88.9%

88.9%

88.9%

100.0%

100.0%

100.0%
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事業名称 担当委員会

5日

25日

2日

17日

28日

14日

29日

7日

23日

5日

20日

5日

18日

31日

7日

25日

4日

19日

6日

27日

　　　15日　

12月3日
第880回

第104回

第881回

和敬清寂、品格あるJAYCEEとして
～Get Development Opportunities～

通常総会

卒業式/Awards2012

心繋ぐ150
実践委員会
総務委員会

総務委員会

6日
22日

13日

11月14日 第879回 青年よ 地域を照らす光明たれ 部会 19日 世界会議（台北）

10月24日 第878回
市民の求める防災コミュニティとは？

～リーダー育成と協議の場の必要性～
地域協働推進

委員会
15日

全国会員大会
（北九州）

さよならブロック

9月19日 第877回
BE PROUD OF OUR PRINCIPLE
〜世界に誇れる日本人のこころ〜

国際渉外委員会 14日

8月9日 第876回
Go Impact the world!

世界は青年の力を待っている。
TJC政策策定
特別委員会

29日 7日

7月4日
第875回
第103回

あなたが創る企業の未来
～リーダーシップが地域を変える～

通常総会

たちかわLD委員会
総務委員会

13日

国際アカデミー
（北海道）

関東地区大会
（甲府）

サマーコンファレンス
（横浜）

6月3日 第874回
行こうぜ！TOKYO BLOC

～東京ブロック会員大会in国分寺～
国際渉外委員会 14日

ASPAC(香港）
東京ブロック会員大会

(国分寺）

5月12日 第873回 こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山 青少年育成委員会 15日

4月13日 第872回 心繋ぐOB合同例会　～Loads to 150～
心繋ぐ150

実践委員会
19日 11日

3月22日
第871回

臨時総会

その時、どうする！
～立川断層を抱える私たちにできること～

総務委員会

地域協働
推進委員会

７日

2月22日
第102回
第870回

通常総会
和敬清寂　気高く 凛然とした青年であれ

総務委員会
スタッフ

9日

JCI・日本・地区

1月11日 第869回 新年賀詞交歓会 総務委員会 18日
ブロック賀詞
京都会議

④事業一覧

期日 継続回数

例会
スタッフ
　会議

理事会
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6.理事長選挙管理委員会報告 

 

2013 年度理事長選挙管理委員会 

委員長  長 泉  寛 太 

 

 

 

2013年度理事長選挙管理委員会から社団法人立川青年会議所 2013年度理事長選挙当選人確

定に至る経過報告を致します。 

 

5月 15日（火） 第 5 回理事会会議において、社団法人立川青年会議所 2013 年度理事長

選挙管理委員会設置起案が可決承認されました。 

5月 22日（火） 理事長選挙管理委員会第 1回委員会が開催され、委員長として長泉寛太

君、委員長代理として小川秀晃君が互選されました。その後選挙規程の

確認・選挙人名簿の確認・立候補必要書類（立候補届出書、候補者の経

歴・履歴書、推薦状、意見書）の確認、今後の日程の協議を行いました。 

6月 1日（金） 告示文書（立青選告 12-1号）を正式に発送致しました。 

 ○立候補受付期間、場所及び要領、投票日時及び場所について 

 ○開票日時及び場所について 

 ○選挙人名簿閲覧期間及び場所について 

6月 11日（月） JC ルームにて 13:00～15:00 の間、立候補の受付を行い、迎浩一朗君 1

名の立候補を受理し受付を終了しました。同日 15:30より理事長選挙管

理委員会第 2回委員会が開催され、迎浩一朗君の提出書類・立候補の資

格審査を行い、選挙規程第 2章第 3条､12条に基づく審査の結果、立候

補の資格を有しており立候補が 1 名でしたので、選挙規程第 2 章第 12

条第 5項により、迎浩一朗君を理事長選挙の当選人として確定いたしま

した。翌日、告示文書（立青選告 12-2号、12-3号）を正会員に発送し、

上記理事長選挙当選人の確定を通知いたしました。 

 

以上 
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7.委員会・地区部会事業報告

総務委員会

1.委員会名簿
委員長 中川　夕香 奥脇　　徹 古賀　一将 小林　優貴 齊藤　健生

副委員長 関根　　渉 佐桑　孝二 新田　晃一 松永　拓哉 李　  知泳
幹　事 佐藤　俊治 稗田美菜子 岩田  麻樹 渡邊　竜男 松本　万紀

本田　世樹 小辻　  学 渡辺　浩毅 横澤　高寛

2.委員会事業
①要覧作成 ⑥臨時総会
②ホームページ作成/運営/更新 ⑦第104回通常総会
③名刺作成 ⑧第105回通常総会
④第869回例会　新年賀詞交歓会 ⑨第881回例会　卒業式/Awards
⑤第103回通常総会

3.委員会開催
開催日 出席者

10月21日 6名
11月15日 6名
12月7日 9名
1月23日 9名
2月1日 8名
3月9日 13名
4月6日 10名
5月16日 12名
6月26日 21名
7月30日 13名
8月20日 13名
9月10日 15名
10月30日 14名
11月20日 10名
12月10日 12名

４．事業報告
開催日 参加人数

118名
110名

パレスホテル立川

第103回通常総会

10月1日～
12月31日

11月1日～
12月31日

11月1日～
12月31日

7月14日 立川グランドホテル 第104回通常総会

－ 名刺作成

1月11日

－ ホームページ作成/運営/更新

12月15日 パレスホテル立川
第881回例会　卒業式
             Awards2012

3月22日 立川グランドホテル 臨時総会

7月4日 アイムホール

錦西会館 卒業式・Awards2012

第869回例会　新年賀詞交歓会

2月22日 ザ・クレストホテル
立川 第102回通常総会

場　所 内　容

－ 要覧作成

錦西会館 卒業式・Awards2012
錦西会館 卒業式・Awards2012
錦西会館 通常総会・卒業式・Awards2012

アイム第2学習室 HP・通常総会・拡大・渡辺顧問を招き公開委員会
錦西会館 HP・卒業式・Awards2012 
錦西会館 卒業式・Awards2012

錦西会館 臨時総会・ドリームフェスタ
錦西会館 ドリームフェスタ・公開理事会・HP

アイム第1会議室 拡大・公開理事会・HP　　

JCルーム 新年賀詞交歓会
アイム第1会議室 通常総会

JCルーム 通常総会・ドリームフェスタ

場　所 内　容

委
　
員

アイム第1会議室 委員長所信、年間スケジュール、事業内容
アイム第1会議室 要覧、名刺、新年賀詞交歓会

Visit 7,317名

11名

125名

119名

103名

96名

278名

11名
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青少年育成委員会

1.委員会名簿
委員長 福本　　学 相川　洋隆 青山　元成 今別府　守 大貫　卓也

副委員長 高木　文雄 小川　秀晃 木口　貴章 崎田　　学 佐々木博臣
幹　事 里園　知嗣 柴崎　尚幸 高橋　一壽 田邉　智哉 中村　克史

若林　広晋 和田　　昂 田村　真一 林　　洋平

2.委員会事業
①こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山実行委員会
②こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山
③おもいやりダイニング～感謝の気持ちをお皿にのせて～

3.委員会開催
開催日 出席者

10月21日 12名
11月15日 12名
12月9日 12名
1月10日 13名
2月10日 12名
3月9日 13名
4月12日 14名
5月8日 12名
6月18日 11名
7月6日 11名
8月10日 11名
9月10日 12名
10月17日 6名
11月21日 13名
12月18日 11名

4.事業報告

開催日 参加人数

場　所 内　容
事務局 こどもドリームフェスタ実行委員会について
事務局 こどもドリームフェスタ実行委員会について

錦西協力会館 こどもドリームフェスタ及び実行委員会について
錦西協力会館 こどもドリームフェスタ及び実行委員会・拡大について

事務局 こどもドリームフェスタ及び実行委員会・拡大について
事務局 こどもドリームフェスタ及び実行委員会・拡大について
事務局 こどもドリームフェスタ及び実行委員会・拡大について

錦西協力会館  こどもドリームフェスタの全体運営最終確認について
事務局 こどもドリームフェスタ実行委員会・報告書について

アイム和室 こどもドリームフェスタ実行委員会及び報告書・
育成事業展開について錦西協力会館 こどもドリームフェスタ実行委員会及び報告書・

思いやりダイニング展開について

内　容

アイム第3学習室
多摩社会教育会館
302号室及び303号

室
武蔵村山市民会館

こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山の開催に向け、
企画内容・予算・当日の運営について協議を行い、全
9回(内1回は報告)の実行委員会を開催した。

錦西協力会館 こどもドリームフェスタ実行委員会及び報告書・
思いやりダイニングについて錦西協力会館 おもいやりダイニング報告・会員拡大について

いち 青少年育成委員会1年間を振り返り

全9回合計400名

5月12日（日）
真如苑武蔵村山体

育館
及びグランド

武蔵村山市との協働事業として本事業を開催した。日
本の素晴らしさや格好良さを伝える為に企画した7つ
のパビリオンを設け実施した。例会予算と協賛金そし
て武蔵村山市助成金を実行員会へ全て分担金として
拠出した。

ﾒﾝﾊﾞｰ：83名
特別会員： 1名

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：20名
他LOM：4名

来訪・諸団体：150名
一般：2325名

委
　
員

1月～7月

錦西協力会館 卒業生アルバム作成について

場　所

9月15日（土）
武蔵村山市立第八
小学校体育館及び

家庭科室

武蔵村山市立第八小学校高学年の児童とその家族
16組及び一般参加者に第1回思いやりについて例え
話で問い掛けを行いその後自主制作映画『うまれる』
を上映し家族の絆や人との繋がりについて考えても
らった。

メンバー：17名
事業参加者：34名
一般参加者：75名

9月30（日）

株式会社スーパー
クリハラ及び武蔵村
山市立第八小学校

家庭科室

スーパークリハラにて食材を購入し、家族の大好きな
料理を日頃からの感謝を込めて作った。なぜその料
理を作ったか発表し昼食をとった。最後に親子で相互
に感謝の手紙を読んだ。

メンバー　　　24名
事業参加者　36名
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心繋ぐ150実践委員会

1.委員会名簿

委員長 牧野　義孝 大澤　琢朗 岡田　渉 岡部　勝 嶋田　匡宏

副委員長 松田　裕紀 鈴木　達也 瀬恒　邦夫 高橋　真樹 長泉　寛太

幹　事 安藤　寿 永淵　慎 原島　僚喜 丸山　瑞枝 山口　学

栗原　卓 稲場　竜人 福島　宏和 毛利　太亮

根橋　洋介 三鴨　加奈子 丸身　信介

2.委員会事業

①新入会員入会オリエンテーション

②拡大ツール作成及び配布

③拡大スパイラルアップ実践会議

④拡大実践虎の巻作成及び配布

3.委員会開催

開催日 出席者

10月21日 12名

11月4日 11名

12月9日 11名

1月10日 11名

2月3日 13名

3月7日 10名

4月6日 11名

5月18日 12名

6月15日 10名

7月20日 11名

8月6日 13名

9月27日 10名

10月23日 14名

11月27日 11名

12月7日 16名

4.事業報告

開催日 参加人数

1月22日～

11月6日

12月3日

7月25日

6月19日

4月18日

4月13日

3月19日 53名

111名

622名

48名

42名

43名

147名

JCルーム
アイム第3学習室他

新入会員入会オリエンテーション（計11回）

立川グランドホテル
2階キャンディグラン

デ

第880回例会新人担当例会 和敬清寂 品格あるJAYCEEとして
～Get Development Opportunities～

委
　
員

アイム第3学習室 第2回拡大スパイラルアップ実践会議

アイム第1、第2和室 第3回拡大スパイラルアップ実践会議

柴崎学習館視聴覚
室

錦西協力会館 委員会総括

第4回拡大スパイラルアップ実践会議

場　所 内　容

アイム第3学習室 第1回拡大スパイラルアップ実践会議

立川グランドホテル
4階カルロ

第872回例会　心繋ぐOB合同例会～Loads to 150～

錦西協力会館 拡大実践虎の巻/新人担当例会

錦西協力会館 新人担当例会/次年度引継ぎ事項洗出し

錦西協力会館 次年度引継ぎ/オブザーバーリスト精査

JCルーム 拡大スパイラルアップ実践会議/新人小委員会発足　他

錦西協力会館 拡大スパイラルアップ実践会議/拡大実践虎の巻　他

アイム第1和室 拡大実践虎の巻/拡大スパイラル実践会議検証

JCルーム 第872回例会/異業種交流会　他

アイム第1和室 第872回例会/拡大スパイラルアップ実践会議　他

JCルーム 第872回例会検証/拡大スパイラルアップ実践会議　他

アイム第1和室 拡大スパイラルアップ実践会議/第872回例会　他

アイム第1学習室 新年賀詞交歓会設営/拡大スパイラルアップ実践会議　他

JCルーム 第872回例会/拡大スパイラルアップ実践会議　他

場　所 内　容

良銀 理事長所信読み合わせ/事業計画確認　他

JCルーム 拡大ツール作成及び配布/拡大スパイラルアップ実践会議
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たちかわＬＤ委員会

1.委員会名簿
委員長 小林　正嗣 大石　博巳 小原　寛信 小池　　護 坪内　貴行

副委員長 浜中　俊一 野嵜　　悠 宮崎潤一郎 持田鋼太郎 宇多村純一
幹　事 堀野　仁孝 武田　将司 工藤　智明 松尾　暢大 佐古　貴紀

杉森　　創 対馬　　一 荒口　大輔

2.委員会事業
①Ｖｉｓｏｎ　Ｍｉｓｓｉｏｎ　&　Ｖａｌues　セミナー　～ＪＣで何をする？～
②これから絶対!!!ＣＳＲ!!!～企業人としての社会的責任～
③第875回例会　あなたが創る企業の未来～リーダーシップが地域を変える～

3.委員会開催
開催日 出席者

10月21日 9名
11月14日 7名
12月9日 7名
1月20日 8名
2月6日 9名
3月29日 10名
4月10日 11名
5月8日 11名
6月4日 11名
7月6日 17名
8月6日 12名
9月3日 14名
10月3日 15名
11月5日 15名
12月7日 11名

4.事業報告
開催日 参加人数

JCルーム 会員拡大について

場　所 内　容
女性総合センター

アイム5階　第3学習
室

Vision Mission ＆Values セミナー　～JCで何をする？
～

1回目女性総合センター
アイム5階　第3学習

室

これから絶対!!!CSR!!!～企業人としての社会的責任～

女性総合センター
アイムホール

第875回例会　あなたが創る企業の未来
　　　　　　　　　　　　　　　～リーダーシップが地域を変

える～

JCルーム 会員拡大・公開委員会について
小林陶業 会員拡大・外部セミナーについて

松郷 会員拡大について

JCルーム 理事長セミナー・CSRセミナー7月担当例会について
JCルーム 会員拡大・VMVセミナーについて
JCルーム 会員拡大・VMVセミナーについて

アイム第1会議室 子どもドリームフェスタ・7月例会・経営者開発セミナーについて

JCルーム 子どもドリームフェスタ・7月例会・経営者開発セミナーについて

JCルーム VMVセミナー・7月担当例会・CSRセミナーについて

アイム第2学習室 VF・VMVセミナーの概要について（講師：佐藤監事）
JCルーム 各セミナー・子どもドリームフェスタブース・2月例会発表について

JCルーム 会員拡大・子どもドリームフェスタ・2月例会発表について

場　所 内　容
良銀 理事長所信・事業計画確認　今後の事業について

委
　
員

アイム第2学習室 VF・VMVセミナーについて　今後の委員会活動について

39名

113名

36名

37名

8月23日

7月4日

6月28日

4月20日

柴崎町学習会館
Vision Mission ＆Values セミナー　～JCで何をする？

～
2回目
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地域協働推進委員会

1.委員会名簿
委員長 吉田　裕史 秋山　和亮 尾崎　和則 佐藤　　進 山岡　真茂

副委員長 小菅　　岳 石井　秀紀 加藤　潤児 鈴木　貴晴 岡部　栄一
幹　事 佐野　直人 鵜沢　孝一 坂本　充弘 比留間清二 渡辺　　拓

小林　敬三 中村　　淳 栁澤　安徳 小林　泰英

2.委員会事業
①第871回例会その時、どうする！～立川断層を抱える私たちにできること～
②地域防災力向上会議発足及び市民による災害ボランティアネット参画
③第878回例会 市民の求める防災コミュニティとは？-リーダー育成と協議の場の必要性-

3.委員会開催
開催日 出席者

10月21日 6名
11月30日 7名
12月11日 6名
1月27日 8名
2月16日 9名
3月8日 8名
4月21日 8名
5月17日 7名
6月21日 9名
7月24日 8名
8月27日 7名
9月20日 8名
10月20日 7名

4.事業報告
開催日 参加人数

委
　
員

場　所 内　容
錦西協力会館 理事長所信確認、事業計画、年間スケジュール
錦西協力会館 第871回例会、事業計画、年間スケジュール
錦西協力会館 第871回例会、事業計画、年間スケジュール

アミューたちかわ　大ホール 第871回例会、事業計画、年間スケジュール
事務局 第871回例会、事業計画、年間スケジュール

アイム　第二和室 第871回例会
事務局 地域防災力向上会議、第878回例会
事務局 地域防災力向上会議、第878回例会
事務局 地域防災力向上会議、第878回例会
事務局 地域防災力向上会議、第878回例会
無門庵 第878回例会、国際渉外委員会と共同開催
事務局 第878回例会、アンケート集計作業
事務局 第878回例会、アンケート集計作業

場　所 内　容

砂川学習館
・市民アンケート素案を作成

・市民への災害情報伝達方法の確立を検討
・自主防災組織の必要性立川グランドホテル

4F　カルロ
第878回例会 市民の求める防災コミュニティとは？-

リーダー育成と協議の場の必要性-

錦西協力会館
・市民アンケート素案を作成

・市民への災害情報伝達方法の確立を検討
・自主防災組織の必要性

西砂学習館
・市民アンケート素案を作成

・市民への災害情報伝達方法の確立を検討
・自主防災組織の必要性

3月20日

7月28日

8月4日

8月29日

立川グランドホテル3
階　サンマルコグラン

デ

第871回例会その時、どうする！～立川断層を抱える
私たちにできること～

9月6日

10月24日

397名

7名

7名

-

18名

255名

高松学習館 自治会長の都合にて中止
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国際渉外委員会

1.委員会名簿
委員長 岡﨑　淳 市村　弘一 前田聡一郎 長澤　　潤　 中川　　敬

副委員長 三宮　毅彦 太田　秀治 吉田　健洋 大石　武寿 下田　育立
幹　事 藤城　具視 荻尾　雄二 渡邊　啓介 吉澤　昌志 江郷　勝哉

関田　誠 渡辺　淳司　 伊藤　賢二

2.委員会事業
①京都会議LOMツアー ⑥立川・サンバーナディノ姉妹市交流事業
②こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山 ⑦サマーコンファレンスLOMツアー
③第874回例会行こうぜ！TOKYO BLOC ⑧第877回例会 BE PROUD OF OUR PRINCIPLE 
　～東京ブロック会員大会in国分寺～ 　〜世界に誇れる日本人のこころ〜
④ASPAC香港大会LOMツアー ⑨全国大会北九州大会LOMツアー
⑤温陽JC交流事業 ⑩世界会議台北大会LOMツアー

3.委員会開催
開催日 出席者

10月21日 9名
11月25日 10名
12月16日 10名
1月12日 9名
2月17日 8名
3月29日 11名
4月14日 10名
5月7日 13名
6月15日 12名
7月12日 13名
8月8日 15名
9月12日 13名
10月4日 14名
11月1日 14名
12月15日 14名

4.事業報告
開催日 参加人数

1月21日
1月22日

6月7日
6月10日

7月21日
7月22日

10月12日
10月14日
11月21日
11月24日

8月28日

9月19日

委
　
員

1月9日

5月12日

6月3日

6月9日

6月29日

立川アイム

武蔵村山グランド

北九州メディアドー
ム他

日本JC 第61回全国会員大会北九州大会 LOMツアー 43名

台北花博公演他 第67回JCI 世界会議台北大会 LOMツアー 6名

立川・サンバーナディノ姉妹市委員会 帰国報告会（幹
事団体）

38名

一橋大学兼松講堂
第877回例会 BE PROUD OF OUR PRINCIPLE 〜世

界に誇れる日本人のこころ〜
491名

浅草・東京スカイツ
リー

立川・サンバーナディノ姉妹市委員会六団体旅行（幹
事団体）

38名

パシフィコ横浜他 日本JC SUMMER CONFERENCE 2012 LOMツアー

32名

42名

L'hotel Nina et
Convention Centre

他

第62回JCI ASPAC香港大会 LOMツアー（ジャパンナ
イトブース出展）

20名

PANADA HOTEL 温陽JC交流 31名

一年の総括

こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山（伝統文化ブー
ス）

2594名

武蔵国分寺公園
第874回例会 行こうぜ！TOKYO BLOC 〜東京ブロッ

ク会員大会in国分寺〜
166名

場　所 内　容

パレスホテル立川 東京ブロック協議会 新年賀詞交歓会及び懇親会

錦西協力会館 第877回例会準備、全国大会計画

京都国際会館他 日本JC 京都会議LOMツアー 39名

錦西協力会館 第877回例会反省・報告、全国大会準備
ぶらべ 第877回例会報告、全国大会報告

パレスホテル

錦西協力会館 サマコン計画、第877回例会計画、全国大会計画
JCルーム サマコン準備、第877回例会計画、全国大会計画

萬福 第877回例会計画、全国大会計画

錦西協力会館 第874回例会計画、ドリフェス計画、ASPAC計画
錦西協力会館 第874回例会計画、ドリフェス計画、ASPAC計画
錦西協力会館 第874回例会計画、ドリフェス計画、ASPAC計画

JCルーム 京都会議計画、第874回例会計画
錦西協力会館 京都会議計画、第874回例会計画
錦西協力会館 スタッフ例会準備、第874回例会計画、ドリフェス計画

場　所 内　容
錦西協力会館 理事長所信確認、事業計画、スケジュール
錦西協力会館 京都会議計画
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TJC政策策定特別委員会

1.委員会名簿
委員長 伊藤　大輔 委

副委員長 永井　条治
幹　事 﨑田　　巌 員

2.委員会事業
①公益社団法人格取得に向けた各種取り組み
②2012年度 理事長セミナー
③第1回 顧問セミナー（渡辺博昭顧問をお迎えして）
④第876回例会 Go Impact the world ～世界は青年の力を待っている～
⑤TJC政策策定

3.委員会開催
開催日 出席者
1月30日 18名
2月13日 15名
3月16日 15名
4月25日 19名
5月25日 17名
6月27日 54名
7月24日 16名
8月31日 10名
10月2日 16名
11月8日 12名

4.事業報告
開催日 参加人数

場　所 内　容
立川市女性総合センター TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。
立川市女性総合センター TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。
立川市女性総合センター TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。
立川市女性総合センター TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。
立川市女性総合センター TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。理事長セミナー準備。

立川グランドホテル 2012年度 理事長セミナー
URアーバンライフ会議室 例会に向けて。TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。

立川市女性総合センター 例会の反省。TJC政策策定準備。公益法人格取得に向けた準備。

立川市女性総合センター

URアーバンライフ会議室 1年間の反省。政策発表。

場　所 内　容

- - 公益法人格取得に向けた取り組み -

立川市女性総合
センターアイム

第1回 顧問セミナー

立川グランドホテル 2012年度 理事長セミナー（理事以上を対象）

8月9日 立川グランドホテル

34名

54名

102名

- - 政策策定 -

第876回例会 Go Impact the world ～世界は青年の力
を待っている～

3月30日

6月27日
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広報戦略委員会

1.委員会名簿
委員長 宮田龍之介 高木　文雄 松田　裕紀 浜中　俊一 小菅　　岳
副委員長 村野　安孝 三宮　毅彦 永井　条治 関根　　渉 里園　知嗣
幹　事 小澤　史知 安藤　　寿 堀野　仁孝 佐野　直人 藤城　具視

﨑田　　巌 佐藤　俊治

2.委員会事業
①チラシ・ポスター制作　
②メディア広報事業

3.委員会開催
開催日 出席数
11月4日 12名
12月5日 15名
1月16日 13名
2月1日 15名
3月2日 13名
4月5日 11名
5月21日 12名
6月6日 10名
7月3日 11名
8月3日 10名
9月4日 10名
10月9日 12名
11月8日 12名
12月5日 10名

4.事業報告
開催日 参加人数
1月19日

～11月20日
4月12日

～11月30日

場　所 内　容
女性総合センター第一学習室 広報戦略委員会の役割

JCルーム 広報費予算について、地域協働3月例会について
JCルーム 地域協働3月例会について、こどもドリームフェスタ2012in武蔵村山について

JCルーム 地域協働3月例会について、こどもドリームフェスタ2013in武蔵村山について

JCルーム こどもドリームフェスタ2014in武蔵村山について、わんぱく相撲について

JCルーム

JCルーム わんぱく相撲について、ラジオ広報について
JCルーム CSRセミナー、7月例会について
JCルーム 9月例会、Tachikawaリレーションについて

内　容

JCルーム 地域防災力向上会議、9月例会について
JCルーム 10月例会、メンバーズページについて

チラシ・ポスター制作（LOM広報）

JCルーム 10月例会について
JCルーム HP・ブログ・SNSラジオ・プレスリリースについて

-

都議会選広報・報告書について

-

- メディア広報事業（ラジオ）

委
　
員

39名

JCルーム 報告書について

場　所
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立川部会

1.部会名簿
部会長 市村　弘一 秋山　和亮 安藤　寿 伊藤　大輔 鵜沢　孝一

副部会長 太田　秀治 宇都木　健太 大石　博巳 大澤　琢朗 岡崎　淳
幹　事 岡部　勝 岡田　渉 小川　秀晃 尾崎　和則 小原　寛信

加藤　潤児 北島　憲二 北島　宏晃 小池　護
小菅　岳 小林　寛 齋藤　健生 佐藤　篤史

里園　知嗣 佐野　直人 杉田　光輝 鈴木　貴晴
関根　渉 高橋　一壽 永井　条治 中川　夕香

長泉　寛太 新田　晃一 野嵜　悠 浜中　俊一
原島　僚喜　 藤城　具視 堀野　仁孝 前田　総一郎
牧野　義孝 松島　孝 松田　裕紀 松永　拓哉
丸山　瑞枝 宮田　龍之介 迎　浩一朗 村野　安孝

持田　鋼太郎 吉田　健洋 吉田　裕史 山岡　眞茂
若林　広晋 渡辺　淳司 武田　将司 和田　昴
岡部　栄一 大石　武寿 松尾　暢大 岩田　麻樹
渡邊　竜男 長澤　潤 吉沢　昌志 渡邉　拓
山口　学 小林　敬三 伊藤　賢二 小辻　学
対馬　一 中川　敬 稲場　竜人 佐古　貴紀

福島　宏和 毛利　太亮 三鴨　加奈子 丸身　信介
渡辺　浩毅 田村　真一 小林　泰英 荒口　大輔
李　知泳

2.部会事業
①立川市内地域協働事業参画 ④3部会担当例会 (第879回例会)
②第24回 わんぱく相撲 立川場所 ⑤衆議院議員 東京21区 公開討論会
③スポーツ祭東京2013への協力 (国体ボランティア)

3.部会開催
開催日 出席者
2月18日 24名
4月2日 13名
5月16日 19名
6月22日 24名
7月17日 15名
8月10日 12名
9月26日 28名
10月16日 32名

4.事業報告
開催日 出席者

場　所 内　容
五十番 年間スケジュール、事業内容
アイム わんぱく相撲立川場所、春の楽市、いったい音楽まつり

錦西会館 わんぱく相撲立川場所、いったい音楽まつり

内　容

五十番 わんぱく相撲都大会、よいと祭り
錦西会館 わんぱく相撲全国大会、よいと祭り、国体ボラティア
錦西会館 国体ボランティア

春の楽市2012－みどり・はな・環境の交流フェスタ

立川駅周辺の20か
所以上の会場

立川いったい音楽まつり

立川練成館 第24回 わんぱく相撲 立川場所

柴崎学習会館 第879回例会
柴崎学習会館 第879回例会、秋の楽市

場　所

5月19・20日

泉体育館 スポーツ祭東京2012 プレ大会

昭和記念公園みどり
の文化ゾーン

秋の楽市－まち・こころ　花めかそう！－

立川グランドホテル 第879回例会 青年よ地域を照らす光明たれ

むさしの市民公園 第24回 わんぱく相撲 東京都大会

両国国技館

10月27・28日

8月11～26日

8月4日

7月29日

6月23日

5月20日

15名

42名

20名

日野七生公会堂 衆議院議員選挙 東京第21区 公開討論会

委
　
員

第28回 わんぱく相撲 全国大会

サンサンロード 第24回 立川よいと祭り

昭和記念公園みどり
の文化ゾーン

35名

12月3日

11月14日

4月24日

30名

123名

35名

30名

24名

16名
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国立部会

1.部会名簿
部会長 荻尾　雄二 古賀　一将 佐桑　孝二 佐藤　　進 三宮　毅彦

副部会長 奥脇　　徹 柴崎　尚幸 瀬恒　邦夫 坪内　貴行 永淵　　慎
幹　事 渡邊　啓介 成田　友行 福本　　学 宇多村純一 稗田美菜子

松本　万紀 根橋　洋輔 本多　世樹 中村　　淳
柳沢　安徳

2.部会事業
①国立市内地域協働事業参画及び分担金拠出
②3部会担当例会 (第879回例会)
③衆議院選挙 東京19区 合同個人演説会

3.部会開催
開催日 出席者
3月28日 8名
9月26日 13名
10月16日 10名

4.事業報告
開催日 出席者

場　所 内　容
公民館 さくらフェスティバル

第43回 くにたち秋の市民まつり

公民館 第879回例会、秋の市民まつり
公民館 第879回例会・秋の市民まつり

場　所 内　容

第879回例会 青年よ地域を照らす光明たれ

西東京市 衆議院議員選挙 東京第19区 合同個人演説会　中止 ―

123名

国立市谷保第三公
園

第35回 塞の神どんど焼き

国立市谷保第三公
園

第35回 さくらフェスティバル

国立市大学通り

委
　
員

7名

46名

72名

12月13日

11月14日

11月4日

4月7・8日

1月8・9日

立川グランドホテル
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武蔵村山部会

1.部会名簿
部会長 﨑田　　学 委 相川　洋隆 青山　元成 大貫　卓也 小澤　史知

副部会長 石井　秀紀 木口　貴章 久保田純之 小林　正嗣 小林　優貴
幹　事 今別府　守 員 坂本　充弘 﨑田　　巌 佐々木博臣 佐藤　俊治

嶋田　匡宏 鈴木　達也 関田　　誠 髙木　文雄
高橋　真樹 田邉　智哉 中村　克史 比留間清二
宮崎潤一郎 矢澤　貴光 渡辺　博昭 工藤　智明
栗原　　卓 杉森　　創 江郷　勝哉 下田　育立
林　　洋平 横澤　高寛

2.部会事業
①武蔵村山市内地域協働事業参画及び分担金拠出
②第4回 わんぱく相撲 武蔵村山場所
③3部会担当例会 (第879回例会)
④衆議院議員 東京20区 公開討論会

3.部会開催
開催日 出席者
3月10日 11名
4月17日 15名
5月14日 14名
5月29日 18名
7月19日 12名
8月1日 8名
9月26日 18名
10月16日 16名

4.事業報告
開催日 出席者

5月12日

11月27日

11月14日

10月20・21日

8月25日

6月23日

6月2日

東村山サンパルネ 衆議院議員選挙 東京第20区 公開討論会

83名

46名

15名

18名

36名

123名

5名

野山北公園 第34回 武蔵村山観光納涼花火大会

プロジェクト
MURAYAMA用地

第7回 村山デエダラまつり
(第2回 ムラリンピック)

立川グランドホテル 第879回例会 青年よ地域を照らす光明たれ

武蔵村山 真如苑
グランド・体育館

第873回例会 こどもドリームフェスタ2012 in 武蔵村山
(第1回 ムラリンピック)

武蔵村山市立
第十小学校

第4回 わんぱく相撲 武蔵村山場所

むさしの市民公園

ビアガーデン 花火大会、デエダラまつり

第24回 わんぱく相撲 東京都大会

市役所 第879回例会、デエダラまつり
市役所 第879回例会、デエダラまつり

場　所 内　容

市役所 わんぱく相撲武蔵村山場所
市役所 わんぱく相撲武蔵村山場所
市役所 花火大会、デエダラまつり

場　所 内　容
市役所 年間スケジュール、事業内容、第873回例会
市役所 第873回例会
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8.褒賞受賞者一覧 

 

＜グループ賞＞ 

最優秀グループ賞 心繋ぐ 150実践委員会 

 委員長 牧野  義孝君 

 副委員長 松田  裕紀君 

 幹事      安藤    寿君 

 委員  大澤  琢朗君 岡田    渉君 岡部    勝君 

    嶋田  匡宏君 鈴木  達也君 瀬恒  邦夫君 

    高橋  真樹君 長泉  寛太君 永淵    慎君 

    原島  僚喜君 丸山  瑞枝君 山口    学君 

    栗原   卓君 稲場  竜人君 福島  宏和君 

    毛利  太亮君 根橋  洋介君 三鴨加奈子君 

    丸身  信介君 

 

優秀グループ賞 国際渉外委員会 

 委員長 岡﨑    淳君 

 副委員長 三宮  毅彦君 

 幹事  藤城  具視君 

 委員  市村  弘一君 前田聡一郎君 長澤    潤君 

    中川    敬君 太田  秀治君 吉田  健洋君 

    大石  武寿君 下田  育立君 荻尾  雄二君 

    渡邊  啓介君 吉澤  昌志君 江郷  勝哉君 

    関田    誠君 渡辺  淳司君 伊藤  賢二君 

 

優秀グループ賞 総務委員会 

 委員長 中川  夕香君 

 副委員長 関根    渉君 

 幹事  佐藤  俊治君 

 委員  奥脇    徹君 古賀  一将君 小林  優貴君 

    齊藤  健生君 佐桑  孝二君 新田  晃一君 

    松永  拓哉君 稗田美菜子君 岩田  麻樹君 

    渡邊  竜男君 松本  万紀君 本田  世樹君 

    小辻    学君 渡辺  浩毅君 李知    泳君 

    横澤  高寛君 

 

42



 

 

＜JAYCEE賞＞ 

最優秀 JAYCEE賞 心繋ぐ 150実践委員会 委員 瀬恒  邦夫君 

優秀JAYCEE賞 TJC政策策定特別委員会 副委員長 永井  条治君 

優秀JAYCEE賞 国際渉外委員会 副委員長 三宮  毅彦君 

優秀JAYCEE賞 たちかわLD委員会 幹事 堀野  仁孝君 

 

＜特別賞＞ 

優秀事業賞 こどもドリームフェスタ 2012in武蔵村山 青少年育成委員会 

優秀事業賞 地域防災協働事業   地域協働推進委員会 

優秀事業賞 心繋ぐOnebyone   心繋ぐ 150実践委員会 

 

＜新人賞＞ 

最優秀新人賞 心繋ぐ 150実践委員会 委員 丸山  瑞枝君 

優秀新人賞 総務委員会   委員 古賀  一将君 

 

※感謝状贈呈 TJC政策策定特別委員会/広報戦略委員会 

 

 

43



9.例会出席率

スタッフ 出席率 総務委員会 出席率
矢澤   貴光 13 / 13 100.0% 中川　 夕香 13 / 13 100.0%
迎　 浩一朗 13 / 13 100.0% 関根　    渉 11 / 13 84.6%
久保田純之 13 / 13 100.0% 佐藤　 俊治 10 / 13 76.9%
北島　 宏晃 13 / 13 100.0% 奥脇　　  徹 13 / 13 100.0%
宇都木健太 13 / 13 100.0% 古賀　 一将 12 / 13 92.3%
松島　     孝 13 / 13 100.0% 小林　 優貴 11 / 13 84.6%
杉田　 光輝 13 / 13 100.0% 齊藤　 健生 1 / 13 7.7%
北島　 憲二 13 / 13 100.0% 佐桑　 孝二 11 / 13 84.6%
佐藤　 篤史 13 / 13 100.0% 新田　 晃一 12 / 13 92.3%
小林　    寛 13 / 13 100.0% 松永　 拓哉 13 / 13 100.0%
山﨑　 佳一 7 / 13 53.8% 稗田美菜子 9 / 12 75.0%
渡辺　 博昭 13 / 13 100.0% 岩田　 麻樹 9 / 11 81.8%
松浦　 孝治 11 / 13 84.6% 渡邊　 竜男 6 / 11 54.5%

松本　 万紀 10 / 11 90.9%
青少年育成委員会 出席率 本田　 世樹 4 / 7 57.1%

福本　     学 13 / 13 100.0% 小辻　    学 7 / 7 100.0%
高木　 文雄 11 / 13 84.6% 渡辺　 浩毅 6 / 6 100.0%
里園　 知嗣 13 / 13 100.0% 李　　  知泳 3 / 4 75.0%
相川　 洋隆 13 / 13 100.0% 横澤　 高寛 0 / 2 0.0%
青山　 元成 10 / 13 76.9%
今別府　 守 9 / 13 69.2% 心繋ぐ150実践委員会 出席率
大貫　 卓也 1 / 13 7.7% 牧野　 義孝 13 / 13 100.0%
小川　 秀晃 13 / 13 100.0% 松田　 裕紀 13 / 13 100.0%
木口　 貴章 9 / 13 69.2% 安藤　　  寿 13 / 13 100.0%
﨑田　    学 13 / 13 100.0% 大澤　 琢朗 10 / 13 76.9%
佐々木博臣 12 / 13 92.3% 岡田　　  渉 11 / 13 84.6%
柴崎　尚幸 10 / 13 76.9% 岡部　　  勝 9 / 13 69.2%
高橋　一壽 11 / 13 84.6% 嶋田　 匡宏 1 / 13 7.7%
田邉　智哉 1 / 13 7.7% 鈴木　 達也 11 / 13 84.6%
中村　克史 3 / 13 23.1% 瀬恒　 邦夫 13 / 13 100.0%
若林　広晋 8 / 13 61.5% 高橋　 真樹　 7 / 13 53.8%
和田　   昂 7 / 12 58.3% 長泉　 寛太 6 / 13 46.2%
田村　真一 4 / 6 66.7% 永淵　　  慎 8 / 13 61.5%
林　    洋平 3 / 5 60.0% 原島　 僚喜 5 / 13 38.5%

丸山　 瑞枝 13 / 13 100.0%
山口　　  学 7 / 10 70.0%
栗原　　  卓 7 / 8 87.5%
稲場　 竜人 7 / 7 100.0%
福島　 宏和 6 / 7 85.7%
毛利　 太亮 4 / 7 57.1%
根橋　 洋介 3 / 7 42.9%
三鴨加奈子 6 / 6 100.0%

例会出席 例会出席

例会出席

例会出席
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たちかわLD委員会 出席率 地域協働推進委員会 出席率
小林　 正嗣 11 / 13 84.6% 吉田　 裕史 13 / 13 100.0%
浜中　 俊一 13 / 13 100.0% 小菅　    岳 12 / 13 92.3%
堀野　 仁孝 13 / 13 100.0% 佐野　 直人 13 / 13 100.0%
大石　 博巳 8 / 13 61.5% 秋山　 和亮 12 / 13 92.3%
小原　 寛信 13 / 13 100.0% 尾崎　 和則 13 / 13 100.0%
小池　    護 11 / 13 84.6% 佐藤　    進 10 / 13 76.9%
坪内　 貴行 8 / 13 61.5% 山岡　 真茂　 10 / 13 76.9%
野嵜　    悠 13 / 13 100.0% 石井　 秀紀 12 / 13 92.3%
宮崎潤一郎 9 / 13 69.2% 加藤　 潤児 6 / 13 46.2%
持田鋼太郎 13 / 13 100.0% 鈴木　 貴晴 8 / 13 61.5%
宇多村純一 12 / 12 100.0% 岡部　 栄一 11 / 11 100.0%
武田　 将司 7 / 12 58.3% 鵜沢　 孝一 3 / 13 23.1%
工藤　 智明 6 / 11 54.5% 坂本　 充弘 2 / 13 15.4%
松尾　 暢大 1 / 11 9.1% 比留間清二 1 / 13 7.7%
佐古　 貴紀 7 / 7 100.0% 渡辺　    拓 6 / 10 60.0%
杉森　    創 2 / 7 28.6% 小林　 敬三　 5 / 9 55.6%
対馬　    一 5 / 7 71.4% 中村　    淳 4 / 6 66.7%
荒口　 大輔 2 / 4 50.0% 栁澤　 安徳 0 / 6 0.0%

小林　 泰英 2 / 4 50.0%
国際渉外委員会 出席率

岡﨑　    淳 13 / 13 100.0% TJC政策策定特別委員会 出席率
三宮　 毅彦 13 / 13 100.0% 伊藤  大輔 13 / 13 100.0%
藤城　 具視 3 / 13 23.1% 永井  条治 13 / 13 100.0%
市村   弘一 13 / 13 100.0% 﨑田     巌　 13 / 13 100.0%
前田聡一郎 10 / 13 76.9%
長澤　　 潤　 11 / 11 100.0% 広報戦略委員会 出席率
中川　　 敬 7 / 7 100.0% 宮田龍之介 13 / 13 100.0%
太田　 秀治 13 / 13 100.0% 村野　 安孝 13 / 13 100.0%
吉田　 健洋 13 / 13 100.0% 小澤　 史知 13 / 13 100.0%
大石　 武寿 11 / 11 100.0%
下田　 育立 2 / 6 33.3%
荻尾　 雄二 7 / 13 53.8%
渡邊　 啓介 6 / 13 46.2%
吉澤　 昌志 8 / 10 80.0%
江郷　 勝哉 6 / 6 100.0%
関田　    誠 13 / 13 100.0%
渡辺　 淳司　 13 / 13 100.0%
伊藤　 賢二 0 / 7 0.0%

例会出席

例会出席 例会出席

例会出席
例会出席
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10.役員名簿 

 

 

任期 自：2012年 1月 1日 至：2012年 12月 31日 

役職名 氏 名 担  当 

理事長 矢澤 貴光  

副理事長 迎 浩一朗 国際渉外委員会・地域協働推進委員会 担当 

副理事長 久保田純之 青少年育成委員会 担当 

副理事長 北島 宏晃 広報戦略委員会・TJC政策策定特別委員会 担当 

副理事長 宇都木健太 たちかわ LD委員会・心繋ぐ 150実践委員会 担当 

専務理事 松島  孝 総務委員会・財務 担当 

常任理事 杉田 光輝 財務担当 

常任理事 中川 夕香 総務委員会 委員長 

常任理事 岡﨑  淳 国際渉外委員会 委員長 

常任理事 吉田 裕史 地域協働推進委員会 委員長 

常任理事 福本  学 青少年育成委員会 委員長 

常任理事 宮田龍之介 広報戦略委員会 委員長 

常任理事 伊藤 大輔 TJC政策策定特別委員会 委員長 

常任理事 小林 正嗣 たちかわ LD委員会 委員長 

常任理事 牧野 義孝 心繋ぐ 150実践委員会 委員長 

理事 北島 憲二 副専務・事務局長 

理事 関根  渉 総務委員会 副委員長 

理事 三宮 毅彦 国際渉外委員会 副委員長 

理事 小菅  岳 地域協働推進委員会 副委員長 

理事 髙木 文雄 青少年育成委員会 副委員長 

理事 村野 安孝 広報戦略委員会 副委員長 

理事 永井 条治 TJC政策策定特別委員会 副委員長 

理事 浜中 俊一 たちかわ LD委員会 副委員長 

理事 松田 裕紀 心繋ぐ 150実践委員会 副委員長 

監事 佐藤 篤史  

監事 小林  寛  

監事 山﨑 佳一 外部監事・政策アドバイザー 

顧問 渡辺 博昭 次世代リーダー育成担当 

直前理事長 松浦 孝治  

理事総数 24名 
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11.派遣並びに出向者名簿 

 

公益社団法人日本青年会議所 

「国家グループ」 「凛然とした誇りある国家」創造会議 議員 渡辺  博昭 

「総務グループ」 渉外委員会 富永副会頭補佐 北島  憲二 

「地域グループ」 復興支援委員会 委員 杉田  光輝 

 褒賞委員会 委員 太田  秀治 

 

公益社団法人日本青年会議所関東地区協議会 

 8ブロックネットワーク委員会 委員 野嵜   悠 

 

公益社団法人日本青年会議所関東地区東京ブロック協議会 

 笑顔の花咲く復興防災支援委員会 委員長 野嵜   悠 

  委員 小川  秀晃 

  委員 市村  弘一 

  委員 関田   誠 

  委員 渡辺  淳司 

  委員 持田鋼太郎 

 

 東京人の力・誇り確立委員会 委員 久保田純之 

  委員 小林   寛 

  委員 杉田  光輝 

 

 TOKYO情報コミュニケーション委員会 委員 宮田龍之介 

  委員 永井  条治 

 

 東京から日本を変える実践委員会 副委員長 宇都木健太 

  委員 鈴木  達也 

  委員 岡田    渉 

  委員 原島  僚喜 

  委員 新田  晃一 

  委員 岡部    勝 

 

 東京ユニット確立委員会 委員 迎  浩一朗 
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 東京ブロック会員大会運営委員会 委員 北島  宏晃 

  委員 岡﨑    淳 

  委員 三宮  毅彦 

  委員 渡邊  啓介 

 

 東京ブロックアカデミー研修委員会 委員 相川  洋隆 

  委員 今別府  守 

  委員 佐々木博臣 

  委員 高橋  真樹 

  委員 坪内  貴行 

  委員 佐藤  俊治 

  委員 小林  優貴 

  委員 古賀  一将 

  委員 丸山  瑞枝 

  委員 小澤  史知 

 

 東京 24LOM連絡会議 議員 松島    孝 
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12.関係諸団体出向者 

 

 
 

団体名 内容 2011年度 2012年度 

立川市観光協会 

観光協会の事業等の会合 

（理事長担当） 

任期 11.4.1～12.3.31(1年) 

金子幹広 

松浦孝治 

松浦孝治 

矢澤貴光 

たちかわ会 

商工会議所情報交換会 

（理事長担当） 

任期 12.1.1～12.12.31(2年) 

松浦孝治 矢澤貴光 

「ウェルカム立川」委員会 
（理事長担当） 

任期10.1.1〜10.12.31 

松浦孝治 

迎浩一朗 

 

矢澤貴光 

 

スポーツ祭東京 2013 

立川市実行委員会 

①常任委員 

②専門委員担当 

松浦孝治 

小林寛 

矢澤貴光 

北島憲二 

公益財団法人立川市地域文化振

興財団 

アミューたちかわの運営内容検討 

年3〜4回の会合 

任期11.10.1～12.9.30（1年） 

矢澤貴光 迎浩一朗 

立川市障害者後援会 任期 11.5.18～13.5.17（2年） 市村弘一 宇都木健太 

立川市姉妹市委員会 
サンバ−ナディノ市との交流 

任期 11.4.1～12.3.31(1年) 
中川夕香 岡崎淳 

立川市青少年問題協議会 
青少年をとりまく問題の検討 

任期12.7.1～14.6.30（2年） 
濱口秀生 福本学 

立川駐屯地防衛モニター 
自衛隊に対する意見、要望等 

任期 11.4.1～13.3.31(2年) 
松島孝 松島孝 

立川市交通安全運動推進協議会 
交通安全事業の推進 

任期12.1.1～12.12.31(1年) 
北島宏晃 久保田純之 

東京 TAMA音楽祭組織委員会  迎浩一朗 松島孝 

アイムフォーラム実行委員会 

立川市女性問題の解決と男女共生社会

の 

実現のためのフォーラム 

任期 12.3.1〜13.2.28 

加藤潤児 北島憲二 

立川多文化共生センター 

NPO法人、在日外国人に対する 

行政サービスの窓口 

任期 12.1.1〜12.12.31 

佐藤篤史 迎浩一朗 

立川市多文化共生推進委員会 
「立川市第 2次多文化共生推進プラン」の 

進捗状況の検証・評価 
中川夕香 岡崎淳 

立川市喫煙マナーアップ 

キャンペーン実行委員会 

迷惑喫煙対策とキャンペーン実施 

任期 12.1.1〜12.12.31 
浜中俊一 市村弘一 

たちかわ楽市実行委員会 
市民主導の参加型総合イベント 

企画・運営 

松浦孝治 

小林寛 

矢澤貴光 

市村弘一 

よいと祭り実行委員会 
様々な市民団体が参加する市民祭典 

企画・運営 

松浦孝治 

小林寛 

矢澤貴光 

市村弘一 
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団体名 内容 2011年度 2012年度 

塞の神どんど焼き実行委員会 伝承文化の認識と健全な青少年の育成 上野真裕 北島憲二 

国立さくらフェスティバル 

実行委員会 
市民の手による、市民主役のお祭りの企画・運営 上野真裕 荻尾雄二 

秋のくにたち市民まつり 

実行委員会 
市民の手による、市民主役のお祭りの企画・運営 上野真裕 荻尾雄二 

国立ボランティアセンター ボランティア活動の相談・広報・連絡調整 上野真裕 北島憲二 

武蔵村山市花火大会実行委員会  髙木文雄 﨑田学 

デエダラまつり実行委員会 
地域の伝統文化認識し、活性化と観光の振興を図

る 
髙木文雄 﨑田学 

立川文化芸術のまちづくり協議会 文化芸術の育つ環境作りの推進 長泉寛太 久保田純之 

子ども21プラン推進協議会 
子どもの総合計画「夢育て・たちかわ子どもプラン」 

の推進や検証 
宇都木健太 久保田純之 

立川市文化振興推進委員会 
 

牧野義孝 牧野義孝 

公益財団法人立川市地域振興財

団 
市民の文化向上及び福祉の増進 牧野義孝 牧野義孝 
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13. 直前理事長講評  

 

直前理事長  松 浦 孝 治 

 

矢澤理事長を中心に多くのメンバーの皆様のご協力のもと、2012 年度の全事業が無事に終了

致しましたことを冒頭にまず御礼並びにお喜び申し上げます。 

さて、本年の事業はドリームフェスタを代表とする青少年事業や防災を機軸としたまちづくり事業、

新しい時代に即した立川JC政策の策定など地域に存在感を与える事業を多数行って参りましたが、

何よりも功績をあげ重要と感じられたのはやはり会員拡大でありました。全国の青年会議所でも

年々、会員拡大に伸び悩む中、50名拡大を目標に「拡大なくして成長なし！！」の合言葉で、みる

みる実績を積み上げ、LOMの拡大記録（2005年矢澤貴光委員長 40名拡大）を上回る 41名の拡

大を成功裏に収められました。これの成功の裏には「50 周年を迎える年に 30 名以上卒業してしま

う」、現状の「100人キープでは確実に70名以下のLOMになってしまう」などというメンバー一人ひと

りの危機感に他なりません。今回入会された新人メンバーのそれぞれが、この青年会議所の出会

いに感謝し、活き活きと事業に参加されている姿を今年目の当たりにして、次年度もまだまだ心構

え一つで多くの仲間を増やす事は可能であるという事を証明して頂きました。是非この勢いで、数

年代の目標であった 150人LOMの実現に邁進して頂きたいと思います。 

全体事業のドリームフェスタ開催に際しては過去に実績を積み上げてきた「1000 人コンサート」

や「キッズフェスティバル」などの開催がなくなり、近年 0から地域を巻き込む大きなお祭り事業の開

催をする経験をするメンバーがいなくなったという切り口でも、若手メンバーで苦労をして実際の開

催にこぎつけられたことは素晴らしい経験になったと思います。そして、そのやりがいや達成感を一

部のメンバーだけが味わうのでなく、全ての仕事を委員会内で分担し、やりがいを与え、自然に出

席率を上げていく委員会運営を委員長にはお願いしたいものです。また、委員会での事業は勿論

のこと、事業以外のことでもメンバーの誕生日会や一丸となれる委員会イベント設営で和やかな雰

囲気作りとメンバー一人ひとりの居場所の確保も最も重要です。是非、2013年度委員会を任される

委員会 3役においては、これらにも充分に力を注いで頂き、みんなが必要とされている退会者の出

ない環境づくりをあわせてお願いしたいと思います。 

理事長所信のはじめに「人生には儚くも限りがあります」という文章があります。最終例会の最後

にも申し上げましたが、各々与えられた時間は限られています。「この命、何のために使うか」この

問いを胸に刻み、目的意識をもって限られた JC ライフを現役のみなさんには活動頂きたいもので

す。直前理事長として、またボーナスイヤーのラスト一年として、矢澤理事長はじめスタッフの方々

の役に立てるように精一杯協力させて頂いたつもりですが、不本意ながら至らぬ点がありました事

をこの場を借りてお詫び申し上げます。 

一年間、本当にお世話になりました。  

 

～永久に立川青年会議所に栄光あれ！～ 
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14. 顧問講評 

 

顧問  渡辺 博昭 

 

3月 11日の東日本大震災から 1年 9カ月が過ぎました。復興元年とも言われた 2012年。

私達は、復興に向けての取り組みと同時に地域の防災に強い関心を持ち、地域との連携に

対して、行動しなければならない年でもありました。 

日頃から行政、各諸団体、地域住民が連携をしていなければ、非常時に効果的な行動を

発揮することはできません。本年は、自治会連合会とタイアップして防災の取り組みにつ

いて例会を 2回開催致しました。1年間では、結果が伴いにくい事業ではありましたが、取

り組んだ行動が後に大きな輪となっていることを期待しております。現在の社会は、地域

の自治会や子ども会への不参加者が増え、隣近所に誰が住んでいるかわからない、人と人

が関わらない社会となり、地域コミュニティーが薄れております。核家族化や少子化そし

て都市化が進んできた社会現象とともに地域との関わりが希薄となってきております。自

助、共助の出来る体制づくりを今後も展開していくことは大切です。私達は、人と人の結

び付きが失われつつあった地域社会が「絆」という言葉と共に地域が「真の結び付き」と

なるように行動しましょう。 

災害や防災に強いまちにしていく為には、様々な事業を取り組む私達が地域事業を通じ

て、地域連携の架け橋となれるようにしていくべきだと改めて感じました。また、まちの

リーダーとなれる新しく 40名以上のメンバーが仲間となりました。入会したメンバーが新

たな地域のリーダーとなれるように人材の育成にも力を入れていくことが重要なことであ

ると感じました。 

子どもドリームフェスタ 2012では多くの地域の方々、行政の方々、ＯＢの先輩方に多大

なるご支援・ご協力を賜りまして感謝を申し上げます。そして、青少年委員会の委員長を

始め、委員会メンバーの皆さん、ブースを担当されたメンバーの皆さん、お疲れ様でした。

子どもたちに夢を与える事業は必要です。今後も青少年事業に力を入れていきましょう。 

人生の究極の幸せは、「人の役に立つこと」「人から期待されること」と言われておりま

す。私達がなぜ、この事業をするのか、公益性のある事業かを検討しながら、地域発展の

ため、未来の子ども達のために「公益社団法人」として期待される団体となって頂きたい

と思います。 

最後になりますが矢澤理事長を中心として運営に携わった専務・スタッフ・理事の皆さ

ん、メンバーの皆さんの 1年間のご努力に感謝と敬意を表しまして講評と致します。 
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15. 監事講評  

 

監事 佐藤 篤史 

 

皆様の一年間のご努力に敬意を表すると共に、感謝申し上げます。また、一年間監事と

いう役職をいただき、今までと違う視点から青年会議所を見て感じた事は、とても新鮮で

した。このような機会を頂きました矢澤理事長には感謝申し上げます。 

私も、完璧な人間ではございません。青年会議所に在籍中、過去には怒られ、励まされ、

悔しい思いをしながらも周りに支えられ、しかし逃げずに努力してきました結果が今日の

「自分」を形成しているのだと思っています。青年会議所での経験は私にとって人生の宝

となりました。この一年、皆さんの経験は必ず良いもので、次の新たなステップとして大

いに役立つものだと思います。 

まず、今年一年の講評をさせていただく中で一番に感じ取れたのは、各委員会、LOMが一

丸となっていたことだと思います。この効果は随所で垣間見られ、拡大、出席率、事業な

どに大きく影響したことだと思います。皆さんが理事長の掲げた「和敬清寂」を実践して

来られた結果が表れてきたのではないかと感じています。しかし、仲が良いだけでは成長

は高く望めません。私たちの団体は決してサロン化してはいけないのです。理事会などで、

相手を思うが故の厳しさが見えず、今後の青年会議所を案ずると、若干の不安を感じまし

た。人という硬い存在を磨けるのは、同じ硬さを持つ人でしかいないのですから。ぶつか

り合い、お互いに成長をする。その青年会議所の魅力は他の団体にはあまり見られない素

晴らしい特徴でもあります。だからこそ懇親会というのも重要な役割を持っているのです。 

 

今後、立川青年会議所を背負っていく皆様が外部内部それぞれに対して「青年会議所」

という組織の魅力を十分に理解し、目的実現までご活躍いただきたいと節に願っています。 

職責上小言を申しましたが、これからも立川青年会議所が変革の能動者たらんとする青

年の団体であり続ける為だとご理解をいただければ幸いです。 

 

今回、山﨑監事・小林監事とご一緒でき、気付きと学びを多くいただきました。皆さん

には申し訳ありませんが、自分自身大きな成長の機会をいただいたと感じております。 

 

物腰静かではありますが、内に秘める物はとても熱く、一年間 LOM の先頭に立って走っ

て引っ張っていただいた矢澤理事長に感謝申し上げます。また、その理事長を支え LOM 運

営を纏めてきました松島専務にも敬意を表したいと思います。スタッフの皆様、委員会の

皆様全員に感謝申し上げると共に、更なる地域の発展、明るい豊かな社会実現を祈念いた

しまして監事の講評とさせていただきます。 
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監事 小林 寛 

 

 立川青年会議所の 2012年度は、矢澤理事長のもとで「和敬清寂」をスローガンに掲げ 2011

年 9月より幕を開けました。 

皆様方におかれましては、政治的・経済的にも混沌とした時代背景の中で、自身のお仕

事やご家庭など様々な部分に少なからずの不安を抱えながらスタートし、1年間事業に全力

でご尽力いただきました事には心より敬意を表します。大変お疲れ様でした。 

さて、この 1年間を振り返ると、全体事業の会員拡大では過去最高の 41名の拡大、また

子どもドリームフェスタの大成功、立川 JC政策の策定、そして各委員会、部会が開催した

各々の事業においても数多くの成果をあげ、立川青年会議所全体としては大変有意義な 1

年であったと感じます。 

私個人的には今までとは全く違う立場で、理事会や例会、そして委員会運営などを拝見

させて頂くと同時に、それをルールと照らし合わせ、皆様の前で講評として伝えさせて頂

くという繰り返しの中から、お聞き苦しい監事講評をしてしまった事や、伝える事の難し

さについて反省すべき点ばかりが頭に浮かびます。しかしその反面自分のウィークポイン

トへの気づきや、事業における趣旨や目的の重要性についてを改めて勉強をさせて頂く機

会にもなりました。 

皆様方はいかがでしたか。自身の責務を全うする為に全力で取り組まれた方、思う様に

参加出来なかった方、そして納得出来る結果が残せて最後に笑えた委員会、逆に結果が残

せずに悔しい思いをした委員会様々でしょう。 

「成功は必ずしも約束されていないが、成長は必ず約束されている」こんな言葉に私は

最近強い共感を覚えます。どんなに一生懸命取り組んでも、必ず成功するという保障はど

こにもありません。しかしその反面、その努力が与える自分自身への成長は皆平等に訪れ、

その積み重ねが成功への一歩となると思うからです。 

個の成長を重視した 2012年、努力をされた全ての皆様方は多かれ少なかれ自身の成長に

繋がった事でしょう。そして公益社団法人元年でもある 2013年度、迎理事長のもとで、こ

の個を結集し、「Impact One」に繋げ、50周年への更なる躍進を目指し全メンバーで力を合

わせて行ければと思っております。 

矢澤理事長をはじめとする全てのメンバーの皆様方に感謝と御礼を申し上げ、2012 年度

の監事講評とさせて頂きます。1年間本当にお疲れ様でした。そしてありがとうございまし

た。 
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16.外部監事講評  

 

外部監事 山﨑 佳一 

 

矢澤理事長をはじめとする立川青年会議所メンバーの皆さま、2012 年度の青年会議所運

動お疲れさまでした。予定者から数えると１年半にもおよぶ活動であり、立川青年会議所

の歴史にまた一つの礎を築いた活動でありました。 

2012 年度は「和敬清寂」とのスローガンを掲げ、人と人との和を図り、互いに相乗効果

を生み出し、他に敬意を払い、心清らかに何事にも動じぬ落ち着いた姿勢をとる、と理事

長所信にも書かれてあるように、メンバーの意識や行動が、この言葉の意図する深い心得

を感じた一年であったと思います。5 年後、10 年後、「和敬清寂」という言葉を見聞きす

るたびに 2012年度の活動を思い起こすことになるでしょう。 

理事会においても、例会や各委員会事業に対して活発な議論がなされ、時には反対の意

見などもありましたが、終わってみればどの事業も意義在るすばらしいものであったこと

は間違いありません。なぜならば、メンバーひとり一人が社会の責任世代の代表であるこ

とを自覚し、立川・国立・武蔵村山の地で「明るい豊かな社会を築き上げよう」と限られ

た時間の合間に、一生懸命に議論されてつくられた青年会議所の運動であるからです。 

このことは、本年度 41名もの新入会員が入会され、現在の立川青年会議所の社会に貢献

する真摯な姿に対しての現れであると同時に、地域から必要とされている魅力在る団体と

して、メンバーひとり一人が輝いているからに違いありません。 

また本年度は、立川青年会議所における運動の基本政策を策定するとして、私もその策

定に関わらせていただきました。実現可能な政策に裏打ちされた運動を行い、また運動を

もって政策の検証を行いフィードバックするということは、青年会議所運動に必要不可欠

なことでもあります。50 周年を目前に控え、このような政策策定への取り組みや運動の方

向性を明確にすることは、次なる 50年へ向けて立川青年会議所がまた一歩、大きく前へ踏

み出すための礎となることでしょう。 

2012 年度は、最後に公益社団法人を取得されたことも大きな活動であったと思います。

もちろん取得することが目的ではないのですが、取得しようとした決意や公益に対する認

識は、立川青年会議所全メンバーへの大きな意義在ることだと思います。 

これからは公益社団法人立川青年会議所として、変革の能動者として、地域に必要とさ

れる責任世代の代表として活躍されることと確信しております。 

一年間、このように躍動する立川青年会議所に関わらせていただいたことに、深く感謝

を申し上げますとともに、今後更なる活躍を祈念して監事講評とさせて頂きます。 
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17.決算報告書17.決算報告書17.決算報告書17.決算報告書

(単位：円) 

科      目 当年度 前年度 増減

　資産の部 　 　

　　流動資産 　 　

　　　現金預金 27,124,183 23,124,705 3,999,478 

  　　　現金 130,000 120,000 10,000 

　　　　小口現金 155,227 30,378 124,849 

　　　　普通預金 19,738,956 15,874,327 3,864,629 

　　　　定期預金 7,100,000 7,100,000 0 

　　　立 替 金 277,200 250,500 26,700 

　　　事業仮払金 497,645 20,222 477,423 

　　流動資産合計 27,899,028 23,395,427 4,503,601 

 　 固定資産 　

　　　特定資産 7,903,592 7,900,971 2,621 

　　　　周年事業積立資産 2,537,928 2,537,422 506 

　　　　温陽事業積立資産 1,675,105 1,674,771 334 

　　　　国際事業積立資産 300,319 300,261 58 

　　　　備品等購入積立資産 973,107 971,384 1,723 

　　　　ゆめ基金積立資産 2,417,133 2,417,133 0 

　　　その他の固定資産 772,820 938,938 △166,118 

　　　　什器備品 772,820 938,938 △166,118 

  　固定資産合計 8,676,412 8,839,909 △163,497 

　　資産合計 36,575,440 32,235,336 4,340,104 

　負債の部 　

    流動負債 　

　　　前受金 12,430,000 10,280,000 2,150,000 

  　流動負債合計 12,430,000 10,280,000 2,150,000 

  　負債合計 12,430,000 10,280,000 2,150,000 

　正味財産の部 　

    一般正味財産 24,145,440 21,955,336 2,190,104 

　　(うち特定資産への充当額) (7,903,592) (7,900,971)

　　正味財産合計 24,145,440 21,955,336 2,190,104 

　　負債及び正味財産合計  36,575,440 32,235,336 4,340,104 

貸 借 対 照 表  貸 借 対 照 表  貸 借 対 照 表  貸 借 対 照 表  

2012年度　財　務　諸　表2012年度　財　務　諸　表2012年度　財　務　諸　表2012年度　財　務　諸　表

2012年12月31日現在
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(単位：円) 

科      目 当年度 前年度 増減

　一般正味財産の部 　 　
　　経常増減の部 　 　
    経常収益 　 　
　　　特定資産運用益 2,621 978 1,643 
　　　　特定資産受取利息 2,621 978 1,643 
　　　受取入会金 780,000 420,000 360,000 
　　　　受取入会金 780,000 420,000 360,000 
　　　受取会費 17,472,000 15,534,000 1,938,000 
　　　　正会員会費 11,960,000 11,960,000 0 
　　　　特別会員会費 250,000 240,000 10,000 
      　賛助会員会費 1,390,000 1,500,000 △110,000 
　　　　新入会員会費 3,872,000 1,834,000 2,038,000 
　　　事業収益 1,824,000 1,870,000 △46,000 
　　　　登録料収入 1,724,000 1,857,000 △133,000 
　　　　雑収益 100,000 13,000 87,000 
　　　雑収入 404,894 180,928 223,966 
　　　　受取利息 2,929 7,124 △4,195 
　　　　その他雑収入 401,965 173,804 228,161 
　　経常収益計 20,483,515 18,005,906 2,477,609 
　　経常費用
　　　事業費 8,946,460 8,033,850 912,610 
　　　　会場設営費 2,492,241 2,460,690 31,551 
        企画演出費 557,384 870,405 △313,021 
        講師関係費 1,230,280 883,843 346,437 
        広報費 1,281,735 1,467,287 △185,552 
　　　　資料作成費 1,003,899 863,759 140,140 
        報告書作成費 3,217 17,806 △14,589 
　　　　旅費交通費 78,030 353,617 △275,587 
        参加記念品代 489,455 672,416 △182,961 
　　　　保険料 50,875 77,119 △26,244 
        通信費 148,100 43,895 104,205 
        雑費 167,247 156,545 10,702 
        分担金 1,438,344 166,468 1,271,876 
        予備費 5,653 0 5,653 
　　　管理費 7,274,857 6,872,360 402,497 
　　　　会議費 396,995 371,326 25,669 
        給料手当 1,652,436 1,630,329 22,107 
        旅費交通費 115,640 120,380 △4,740 
        通信・発送費 933,679 1,093,796 △160,117 
　　　　減価償却費 166,118 129,829 36,289 
        消耗品費 852,317 865,950 △13,633 
        リース料 212,940 212,940 0 
        修繕費 301,999 20,097 281,902 
        印刷製本費 490,653 323,195 167,458 
        光熱水料費 276,788 257,650 19,138 
        共益費 907,200 907,200 0 
　　　　賃借料 288,000 240,000 48,000 
        業務委託費 0 105,000 △105,000 
        保険料 34,680 34,680 0 
        租税公課 5,000 11,300 △6,300 
        渉外・慶弔費 465,715 531,854 △66,139 
        支払手数料 33,940 0 33,940 
        諸会費 95,300 0 95,300 
　　　　雑支出 45,457 16,834 28,623 

正味財産増減計算書正味財産増減計算書正味財産増減計算書正味財産増減計算書
2012年1月1日～2012年12月31日
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科      目 当年度 前年度 増減

　　　負担金 2,072,094 1,938,500 133,594 
　　　　JCI負担金 117,744 108,000 9,744 
        日本JC負担金 720,000 592,500 127,500 
        関東地区負担金 70,000 59,500 10,500 
        東京ブロック負担金 400,000 337,000 63,000 
        国際協力資金 240,900 197,100 43,800 
        出向者負担金 183,950 346,150 △162,200 
　　　　　日本JC出向者負担金 80,000 280,000 △200,000 
        　東京ブロック出向者負担金 103,950 66,150 37,800 
        We Believe購読料 339,500 298,250 41,250 
  　経常費用計 18,293,411 16,844,710 1,448,701 
    　当期経常増減額 2,190,104 1,161,196 1,028,908 
    当期一般正味財産増減額 2,190,104 1,161,196 1,028,908 
    一般正味財産期首残高 21,955,336 20,794,140 1,161,196 
    一般正味財産期末残高 24,145,440 21,955,336 2,190,104 
  正味財産期末残高 24,145,440 21,955,336 2,190,104 
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1.重要な会計方針

「公益法人会計基準」（平成16年10月14日　公益法人等の指導監督基準に関する関係省庁連絡会議申合せ）を採用。

　

（1） 固定資産の減価償却の方法

　什器備品　・・・・・　定額法

（2） 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　温陽事業積立資産

財務諸表に対する注記 財務諸表に対する注記 財務諸表に対する注記 財務諸表に対する注記 

6,414,851

0 0 2,417,133

　ゆめ基金積立資産 2,417,133 ― 2,417,133 ―

973,107

7,903,592

772,820合           計 6,414,851 5,642,031

科   　　　　目 取得価額 減価償却累計額

　什器備品 5,642,031

973,107

当期末残高

772,820

―

合           計 7,903,592 ― (7,903,592) ―

小           計

2,537,928

― (7,903,592)

―

―

―

―

― 300,319

―

特定資産

1,675,105 ― 1,675,105

  周年事業積立資産 2,537,928 ―

58

2,621 0

506 0

(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

当期末残高

1,675,105

2,537,928

　ゆめ基金積立資産 2,417,133

特定資産

　温陽事業積立資産 334 0

科   　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額

1,674,771

  周年事業積立資産 2,537,422

　JCルーム積立資産

　備品等購入積立資産

300,319

合           計 7,900,971

7,903,592

7,903,592

(うち負債に対応
する額)

0 300,319

小           計 7,900,971

科   　　　　目 当期末残高

　備品等購入積立資産

　国際事業積立資産

1,723

300,261

0

0 973,107

2,621

971,384
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（単位：円）

資産の部

流動資産

現金預金

現金 130,000

小口現金 155,227

普通預金　 19,738,956

定期預金 7,100,000

立替金 277,200

事業仮払金 497,645

　　　　　　流動資産合計流動資産合計 27,899,028

固定資産

特定資産
2,537,928

1,675,105

300,319

備品等購入積立資産 973,107

ゆめ基金積立資産 2,417,133

特定資産合計 7,903,592

その他固定資産

什器備品 772,820
その他固定資産合計 772,820

固定資産合計 8,676,412

資産合計 36,575,440

負債の部

流動負債

12,430,000

流動負債合計 12,430,000

負債合計 12,430,000

正味財産 24,145,440

前受金

周年事業積立資産

温陽事業積立資産

国際事業積立資産

財　　産　　目　　録財　　産　　目　　録財　　産　　目　　録財　　産　　目　　録
2012年12月31日現在

科　　　　　　目 金　　　　　　額
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(単位：円)

  予算額 決算額 差    異 備　　　　　考

事業活動収入

　　特定資産運用収入 20,000 0 20,000

特定資産利息収入 20,000 0 20,000 　　　　　　

　　入会金収入 1,000,000 780,000 220,000

入会金収入 1,000,000 780,000 220,000 @20,000×39名

　　会費収入 18,460,000 17,472,000 988,000

正会員会費収入 11,960,000 11,960,000 0 @130,000×92名

特別会費収入 250,000 250,000 0 @10,000×12名　@130,000×1名

賛助会員会費収入 1,290,000 1,390,000 △ 100,000 @10,000×86＋@30,000×11＋@100,000×2

4,960,000 3,872,000 1,088,000 前期@130,000×14＋中期@87,000×21＋後期@45,000×5

　　事業収入 2,400,000 1,824,000 576,000

登録料収入 1,800,000 1,724,000 76,000

協賛金収入 600,000 100,000 500,000

雑収入 0 0

　　補助金収入 0 0 0

地方自治体補助金収入 0 0 0

　　雑収入 310,000 404,894 △ 94,894

雑収入 310,000 404,894 △ 94,894 　

事業活動収入計 22,190,000 20,480,894 1,709,106

事業活動支出

　　事業費支出 11,265,000 8,946,460 2,318,540

会場設営費支出 3,886,000 2,492,241 1,393,759

2,133,000 557,384 1,575,616 　

1,711,000 1,230,280 480,720

1,537,000 1,281,735 255,265

1,032,000 1,003,899 28,101 　

34,000 3,217 30,783

旅費交通費支出 10,000 78,030 △ 68,030

265,000 489,455 △ 224,455 　

50,000 50,875 △ 875 　

50,000 148,100 △ 98,100 　

320,000 1,438,344 △ 1,118,344 　

237,000 167,247 69,753 　

0 5,653 △ 5,653

　　管理費支出 12,807,200 7,108,739 5,698,461

1,550,000 396,995 1,153,005

1,750,000 1,652,436 97,564 　

10,000 0 10,000 　

法定福利費 10,000 0 10,000

250,000 115,640 134,360 　

通信・発送費 1,700,000 933,679 766,321

1,300,000 852,317 447,683 　

350,000 212,940 137,060 　

250,000 301,999 △ 51,999 　

1,100,000 490,653 609,347 　

300,000 276,788 23,212 　

907,200 907,200 0 　

賃借料 300,000 288,000 12,000

1,000,000 0 1,000,000 　

120,000 34,680 85,320 　

10,000 5,000 5,000 　

1,800,000 465,715 1,334,285 　

0 33,940 △ 33,940

0 95,300 △ 95,300

100,000 45,457 54,543 　

給料手当

雑支出

福利厚生費

収    支    計    算    書収    支    計    算    書収    支    計    算    書収    支    計    算    書
2012年1月1日～2012年12月31日

科          目

消耗品費

参加記念品代支出

会議費

予備費支出

保険料支出

通信費支出

分担金支出

リース料

事業活動収支の部

新入会員会費収入

企画演出費支出

講師関係費支出

雑費支出

旅費交通費

広報費支出

資料作成費支出

報告書作成費支出

印刷製本費

光熱水料費

共益費

修繕費

業務委託費

保険料

租税公課

渉外・慶弔費

支払手数料

諸会費
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　 (単位：円)

予算額 決算額 差    異 備　　　　　考

2,211,350 2,256,044 △ 44,694 　

142,000 117,744 24,256 @$10.5(\892)×(92名+新人40名)

715,000 720,000 △ 5,000 @5,000×(92名＋新人28名)＋@2,500×新人12名＋\90,000(基本額)

67,000 70,000 △ 3,000 @500×(92名＋新人28名)＋\10,000(基本額)

382,000 400,000 △ 18,000 @3,000×(92名＋新人28名)＋\40,000(基本額)

208,050 240,900 △ 32,850 @1,825(1日\5×365日)×(92名＋新人40名)

177,650 183,950 △ 6,300  

日本JC出向者負担金 80,000 80,000 0 @20,000×4名

東京ブロック出向者負担金 97,650 103,950 △ 6,300 @3,150×33名

342,000 339,500 2,500 @3,000×92名＋新人39名(\63,500)

事業活動支出計 26,105,900 18,127,293 7,978,607

△ 3,915,900 2,353,601 △ 6,269,501

投資活動収支の部 0 　

投資活動収入 #REF! 　

　　特定資産取崩収入 0 0 0

0 0 0

0 0 0

 投資活動支出 　

　　特定資産積立支出 0 0 0

周年事業積立資産積立支出 0 0 0

温陽事業積立資産積立支出 0 0 0 　

0 0 0

0 0 0

Ⅲ予備費支出 733,342 0 733,342

10 (１)予 備 費 支 出 733,342 0 733,342

当期収支差額 △ 4,649,242 2,353,601 △ 7,002,843

前期繰越収支差額 4,686,742 4,686,742 0

過年度繰越収支差額調整額 0 8,428,685 △ 8,428,685

次期繰越収支差額 37,500 15,469,028 △ 15,431,528

 投資活動収入計

事業活動収支差額 

国際協力資金

JCI負担金

投資活動収支差額 

東京ブロック負担金

関東地区負担金

温陽事業積立資産取崩収入

We Believe購読料

出向者負担金

 投資活動支出計

科          目

日本JC負担金

　　負担金支出
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１．資金の範囲

　 資金の範囲には、現金預金、立替金、事業仮払金、前受金を含めている。

なお当期末残高は、下記１に記載するとおりである。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

10,280,000 12,430,000

　合計 23,395,427 27,899,028

  前受金 10,280,000 12,430,000

科   　　　　目 前期末残高 当期末残高

　立替金 250,500 277,200

収支計算書に対する注記 収支計算書に対する注記 収支計算書に対する注記 収支計算書に対する注記 

次期繰越収支差額 13,115,427 15,469,028

  現金預金 23,124,705 27,124,183

  事業仮払金 20,222 497,645

　合計
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1号 2号 3号 4号 5号

産業経済事業 文化・街づくり事業 青少年育成事業 国際化推進事業 啓発事業

A 事業費収入 124,396 606,452 1,689,161 1,149,404 2,988,018 6,557,431

収 B 登録料収入 0 0 0 0 1,724,000 1,724,000

C 協賛金収入 0 100,000 0 0 0 100,000

入 D 補助金等収入 0 0 0 0 0 0

E 寄付金収入 0 0 0 0 0 0

F 雑収入 0 0 0 0 10,000 10,000

124,396 706,452 1,689,161 1,149,404 4,722,018 8,391,431

1　会場設営費支出 29,200 230,037 29,000 10,000 2,194,004 2,492,241

2　企画・演出費支出 0 55,000 121,217 60,000 321,167 557,384

3　講師関係費支出 89,880 70,000 20,000 945,000 105,400 1,230,280

支 4　広報費支出 0 152,040 0 0 1,129,695 1,281,735

5　資料作成費支出 2,544 15,740 22,485 839 865,112 906,720

6　報告書作成費支出 0 0 3,217 0 0 3,217

7　渉外費支出 0 0 0 0 0 0

8　旅費交通費支出 0 0 0 0 0 0

9　参加記念品代支出 2,352 0 158,403 60,480 16,450 237,685

10　保険料支出 0 0 50,875 0 0 50,875

11　通信費支出 0 0 0 0 20,050 20,050

出 12　分担金支出 0 150,010 1,238,334 50,000 0 1,438,344

13　雑費支出 420 27,972 45,630 23,085 70,140 167,247

14　予備費支出 0 5,653 0 0 0 5,653

124,396 706,452 1,689,161 1,149,404 4,722,018 8,391,431

合　　計

合　　計

開催目的(定款) 計

自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

事業決算
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コード C02 C03

公益性判断 Y Y

委員会名 たちかわLD たちかわLD

開  催  日 4月～9月 7月4日

経営者開発 第875回

セミナー(仮) 例会

開催目的 1 1

小　　計

A 事業費収入 53,173 71,223 124,396

B 登録料収入

C 協賛金収入

D 補助金等収入

E 寄付金収入

F 雑収入

合      計 53,173 71,223 124,396

小　　計

1　会場設営費支出 29,200 29,200

2　企画・演出費支出

3　講師関係費支出 50,000 39,880 89,880

4　広報費支出

5　資料作成費支出 821 1,723 2,544

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 2,352 2,352

10　保険料支出

11　通信費支出

12　分担金支出

13　雑費支出 420 420

14　予備費支出

合      計 53,173 71,223 124,396

事  業  名

事業決算

 収入予算合計

 支出予算合計

( 単位 ： 円 )

自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

第1号　産業経済事業
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コード D01 D02 D03 K02 M03 M01 T01 K01  

公益性判断 Y Y Y Y Y Y Y Y

委員会名 地域協働推進 地域協働推進 地域協働推進 国立 武蔵村山 武蔵村山 立川 国立

開  催  日 3月22日 5月～10月 10月24日 1月～5月 8月～１1月 1月～12月 1月～12月 1月～12月

第871回 地域防災力 第878回 地域協働事業 地域協働事業 衆議院公開討論会 衆議院公開討論会 衆議院公開討論会

例会 向上会議 例会 国立 武蔵村山 20区 19区 19区

開催目的 2 2 2 2 2 2 2 2

小　　計

A 事業費収入 204,955 43,456 142,933 70,000 60,000 20,010 52,311 12,787 606,452

B 登録料収入

C 協賛金収入 100,000 100,000

D 補助金等収入

E 寄付金収入

F 雑収入

合      計 204,955 43,456 142,933 70,000 60,000 20,010 152,311 12,787 706,452

小　　計

1　会場設営費支出 44,650 17,000 90,000 65,600 12,787 230,037

2　企画・演出費支出 40,000 　 15,000 55,000

3　講師関係費支出 20,000 50,000 70,000

4　広報費支出 84,000 68,040 152,040

5　資料作成費支出 11,639 1,060 3,041 15,740

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出

10　保険料支出

11　通信費支出

12　分担金支出 70,000 60,000 20,010 150,010

13　雑費支出 12,525 14,817 630 27,972

14　予備費支出 3,780 1,873 5,653

合      計 204,955 43,456 142,933 70,000 60,000 20,010 152,311 12,787 706,452

事業決算

事  業  名

 収入予算合計

 支出予算合計

自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

第2号　文化・街づくり事業 ( 単位 ： 円 )
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コード M02 T02 A01 A02 A03

公益性判断 Y Y Y Y Y

委員会名 武蔵村山 立川 青少年育成 青少年育成 青少年育成

開  催  日 4月～8月 4月～8月 1月～6月 5月12日 6月～10月

わんぱく相撲 わんぱく相撲 第873回例会 第873回例会 育成事業

武蔵村山場所 立川場所 実行委員会

開催目的 3 3 3 3 3

小　　計

A 事業費収入 155,797 139,531 38,682 1,218,334 136,817 1,689,161

B 登録料収入

C 協賛金収入

D 補助金等収入

E 寄付金収入

F 雑収入

合      計 155,797 139,531 38,682 1,218,334 136,817 1,689,161

小　　計

1　会場設営費支出 2,100 16,900 10,000 29,000

2　企画・演出費支出 121,217 121,217

3　講師関係費支出 20,000 20,000

4　広報費支出

5　資料作成費支出 20,273 2,212 22,485

6　報告書作成費支出 517 688 1,509 503 3,217

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 78,030 79,493 880 158,403

10　保険料支出 24,750 24,750 1,375 50,875

11　通信費支出

12　分担金支出 10,000 10,000 1,218,334 1,238,334

13　雑費支出 22,500 22,500 630 45,630

14　予備費支出

合      計 155,797 139,531 38,682 1,218,334 136,817 1,689,161

事業決算

事  業  名

 収入予算合計

 支出予算合計

自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

第3号　青少年育成事業 ( 単位 ： 円 )
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コード E01 E03 E04

公益性判断 Y Y Y

委員会名 国際渉外 国際渉外 国際渉外

開  催  日 4月～10月 6月～8月 9月19日

温陽JC サンバーナディノ 例会

国立

開催目的 4 4 4

小　　計

A 事業費収入 79,785 50,000 1,019,619 1,149,404

B 登録料収入

C 協賛金収入

D 補助金等収入

E 寄付金収入

F 雑収入

合      計 79,785 50,000 1,019,619 1,149,404

小　　計

1　会場設営費支出 10,000 10,000

2　企画・演出費支出 60,000 60,000

3　講師関係費支出 945,000 945,000

4　広報費支出

5　資料作成費支出 839 839

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 60,480 60,480

10　保険料支出

11　通信費支出

12　分担金支出 50,000 50,000

13　雑費支出 19,305 3,780 23,085

14　予備費支出

合      計 79,785 50,000 1,019,619 1,149,404

 支出予算合計

第4号　国際化推進事業 ( 単位 ： 円 )

事業決算
自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

事  業  名

 収入予算合計
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コード B01 B02 B03 B04 B05 B06 C01 E02 E05 E06 E07 E08 F01 G01 G02 H01 H02 H03 H04 S01 T03

公益性判断 N N N N N N N Y N Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y

委員会名 心繋ぐ150委員会 心繋ぐ150委員会 心繋ぐ150委員会 心繋ぐ150委員会 心繋ぐ150委員会 心繋ぐ150委員会 たちかわLD 国際渉外 国際渉外 国際渉外 国際渉外 国際渉外 TJC政策策定特別委員会 広報戦略 広報戦略 総務 総務 総務 総務 スタッフ 立川

開  催  日 1月～11月 1月～11月 2月～11月 2月～11月 4月13日 12月3日 4月～8月 5月 10月 1月 6月 7月 8月9日 1月～12月 4月～12月 1月～8月 1月～12月 1月11日 12月15日 2月22日 11月14日

拡大ツール オリエン 虎の巻 拡大戦略 第872例会 第880例会 魅力あるＪＡＹＣＥＥ ASPAC 全国大会 京都会議 例会 サマコン 担当例会 チラシ・ポスター メディア広報 要覧作成 ホームページ 第869回例会 卒業式 第870回例会 第879回例会

作成及び配布 テーション 作成及び配布 会議 （OB合同） （新人担当） 育成プログラム(仮) 香港 北九州 ブロック大会（国分寺） 876回例会 広報事業 事業 作成・運営 新年賀詞交歓会 クリスマス例会 100％例会

開催目的 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

小　　計

A 事業費収入 79,127 14,380 20,000 20,374 2,199 55,540 110,082 161,400 54,180 52,275 445,560 147,000 745,000 430,000 47,238 481,860 46,253 75,550 2,988,018

B 登録料収入 1,724,000 1,724,000

C 協賛金収入

D 補助金等収入

E 寄付金収入

F 雑収入 10,000 10,000

合      計 79,127 14,380 20,000 20,374 12,199 55,540 110,082 161,400 54,180 52,275 445,560 147,000 745,000 430,000 1,771,238 481,860 46,253 75,550 4,722,018

小　　計

1　会場設営費支出 6,600 19,000 10,000 10,000 4,500 123,500 44,650 1,608,165 267,590 45,000 54,999 2,194,004

2　企画・演出費支出 20,000 2,115 26,000 54,180 91,622 116,750 10,500 321,167

3　講師関係費支出 105,400 105,400

4　広報費支出 75,000 1,781 182 445,560 147,000 430,000 30,172 1,129,695

5　資料作成費支出 4,127 2,949 1,374 84 45,540 9,800 625 745,000 21,759 32,000 1,253 601 865,112

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出  7,000 9,450 16,450

10　保険料支出

11　通信費支出 3,050 17,000 20,050

12　分担金支出

13　雑費支出 2,100 2,520 65,520 70,140

14　予備費支出

合      計 79,127 14,380 20,000 20,374 12,199 55,540 110,082 161,400 54,180 52,275 445,560 147,000 745,000 430,000 1,771,238 481,860 46,253 75,550 4,722,018

事業決算

事  業  名

 収入予算合計

 支出予算合計

自　2012年1月1日　　至　2012年12月31日

第5号　啓発事業 ( 単位 ： 円 )
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コード A01 A02 A03 A04 A05 A06 A07 A08 A09 A10

Y Y Y

1月～6月 5月12日 6月～10月

第873回例会 第873回例会 育成事業

実行委員会

3 3 3 合    計

A-1　例会費繰入収入 1,218,334 1,218,334

収 A-2　委員会事業費繰入収入 38,682 136,817 175,499

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 38,682 1,218,334 136,817 1,393,833

1　会場設営費支出 16,900 10,000 26,900

2　企画・演出費支出 121,217 121,217

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出

5　資料作成費支出 20,273 2,212 22,485

6　報告書作成費支出 1,509 503 2,012

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 880 880

10　保険料支出 1,375 1,375

11　通信費支出

出 12　分担金支出 1,218,334 1,218,334

13　雑費支出 630 630

14　予備費支出

合　　計 38,682 1,218,334 136,817 1,393,833

例 会
費

\ 1,218,334

委員会費 \ 175,499

合 計 \ 1,393,833

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

青少年育成委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード B01 B02 B03 B04 B05 B06 B07 B08 B09 B10

N N N N N N

1月～11月 1月～11月 2月～11月 2月～11月 4月13日 12月3日

拡大ツール オリエン 虎の巻 拡大戦略 第872例会 第880例会

作成及び配布 テーション 作成及び配布 会議 （OB合同） （新人担当）

5 5 5 5 5 5 合    計

A-1　例会費繰入収入 2,199 55,540 57,739

収 A-2　委員会事業費繰入収入 79,127 14,380 20,000 20,374 133,881

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入 10,000 10,000

合　　計 79,127 14,380 20,000 20,374 12,199 55,540 201,620

1　会場設営費支出 6,600 19,000 10,000 10,000 45,600

2　企画・演出費支出 20,000 2,115 22,115

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出 75,000 1,781 76,781

5　資料作成費支出 4,127 2,949 1,374 84 45,540 54,074

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出  

10　保険料支出

11　通信費支出 3,050 3,050

出 12　分担金支出

13　雑費支出

14　予備費支出

合　　計 79,127 14,380 20,000 20,374 12,199 55,540 201,620

例 会 費 \ 57,739

委 員 会 費 \ 133,881

合 計 \ 191,620

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

心繋ぐ150実践委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード C01 C02 C03 C04 C05 C06 C07 C08 C09 C10

Y Y Y

4月～8月 4月～9月 7月4日

魅力あるＪＡＹＣＥＥ 経営者開発 第875回

育成プログラム(仮) セミナー(仮) 例会

5 1 1 合    計

A-1　例会費繰入収入 71,223 71,223

収 A-2　委員会事業費繰入収入 110,082 53,173 163,255

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 110,082 53,173 71,223 234,478

1　会場設営費支出 4,500 29,200 33,700

2　企画・演出費支出

3　講師関係費支出 105,400 50,000 39,880 195,280

支 4　広報費支出 182 182

5　資料作成費支出 821 1,723 2,544

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出 　

9　参加記念品代支出 2,352 2,352

10　保険料支出 　

11　通信費支出

出 12　分担金支出

13　雑費支出 420 420

14　予備費支出

合　　計 110,082 53,173 71,223 234,478

例 会
費

\ 71,223

委 員 会費 \ 163,255

合 計 \ 234,478

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

立川LD委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード D01 D02 D03 D04 D05 D06 D07 D08 D09 D10

Y Y Y

3月22日 5月～10月 10月24日

第871回 地域防災力 第878回

例会 向上会議 例会

2 2 2 合    計

A-1　例会費繰入収入 204,955 142,933 347,888

収 A-2　委員会事業費繰入収入 43,456 43,456

B　登録料収入

C　協賛金収入  

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 204,955 43,456 142,933 391,344

1　会場設営費支出 44,650 17,000 90,000 151,650

2　企画・演出費支出 40,000 40,000

3　講師関係費支出 20,000 50,000 70,000

支 4　広報費支出 84,000 84,000

5　資料作成費支出 11,639 1,060 12,699

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出

10　保険料支出

11　通信費支出

出 12　分担金支出

13　雑費支出 12,525 14,817 27,342

14　予備費支出 3,780 1,873 5,653

合　　計 204,955 43,456 142,933 391,344

例 会
費

\ 347,888

委員会費 \ 43,456

合 計 \ 391,344

( 単位 ： 円 )

地域協働推進委員会

開催目的(定款)

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード E01 E02 E03 E04 E05 E06 E07 E08 E09 E10

Y Y Y Y N Y Y Y Y

4月～10月 5月 6月～8月 9月19日 10月 1月 6月 7月 10月

温陽JC ASPAC サンバーナディノ 例会 全国大会 京都会議 例会 サマコン 世界会議

香港 国立 北九州 ブロック大会（国分寺） 台北

4 5 4 4 5 5 5 5 5 合    計

A-1　例会費繰入収入 1,019,619 1,019,619

収 A-2　委員会事業費繰入収入 79,785 161,400 50,000 54,180 345,365

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 79,785 161,400 50,000 1,019,619 54,180 1,364,984

1　会場設営費支出 123,500 10,000 133,500

2　企画・演出費支出 26,000 60,000 54,180 140,180

3　講師関係費支出 945,000 945,000

支 4　広報費支出

5　資料作成費支出 9,800 839 10,639

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 60,480 60,480

10　保険料支出

11　通信費支出

出 12　分担金支出 50,000 50,000

13　雑費支出 19,305 2,100 3,780 25,185

14　予備費支出

合　　計 79,785 161,400 50,000 1,019,619 54,180 1,364,984

例 会 費 \ 1,019,619

委 員 会 費 \ 345,365

合 計 \ 1,364,984

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

国際渉外委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード F01 F02 F03 F04 F05 F06 F07 F08 F09 F10

Y 　

8月9日 　

担当例会 　

876回例会

5 　 合    計

A-1　例会費繰入収入 52,275 52,275

収 A-2　委員会事業費繰入収入

B　登録料収入 　

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入 　

合　　計 52,275 52,275

1　会場設営費支出 44,650 44,650

2　企画・演出費支出

3　講師関係費支出 　

支 4　広報費支出 　

5　資料作成費支出 625 　 625

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 7,000  　 7,000

10　保険料支出

11　通信費支出 　

出 12　分担金支出 　 　

13　雑費支出

14　予備費支出

合　　計 52,275 52,275

例 会 費 \ 52,275

委 員 会 費 \

合 計 \ 52,275

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

TJC政策策定特別委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード G01 G02 G03 G04 G05 G06 G07 G08 G09 G10

Y Y 　 　

1月～12月 4月～12月

チラシ・ポスター メディア広報

広報事業 事業

5 5 合    計

A-1　例会費繰入収入

収 A-2　委員会事業費繰入収入 445,560 147,000 592,560

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 445,560 147,000 592,560

1　会場設営費支出

2　企画・演出費支出 　

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出 445,560 147,000 592,560

5　資料作成費支出

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出  

10　保険料支出

11　通信費支出

出 12　分担金支出

13　雑費支出

14　予備費支出

合　　計 445,560 147,000 592,560

例 会
費

\

委 員 会費 \ 592,560

合 計 \ 592,560

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

広報戦略委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10

Y Y Y Y 　 　 　 　

1月～8月 1月～12月 1月11日 12月15日 　 　 　 　

要覧作成 ホームページ 第869回例会 卒業式 　 　 　 　

作成・運営 新年賀詞交歓会 クリスマス例会  　

5 5 5 5 　 　 　 　 合    計

A-1　例会費繰入収入 47,238 481,860 529,098

収 A-2　委員会事業費繰入収入 745,000 430,000 1,175,000

B　登録料収入 1,724,000 1,724,000

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 745,000 430,000 1,771,238 481,860 3,428,098

1　会場設営費支出 1,608,165 267,590 　 1,875,755

2　企画・演出費支出 91,622 116,750 208,372

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出 430,000 30,172 460,172

5　資料作成費支出 745,000 21,759 32,000 798,759

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出

10　保険料支出

11　通信費支出 17,000 17,000

出 12　分担金支出

13　雑費支出 2,520 65,520 68,040

14　予備費支出

合　　計 745,000 430,000 1,771,238 481,860 3,428,098

例 会
費

\ 529,098

委員会費 \ 1,175,000

合 計 \ 1,704,098

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

総務委員会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T09 T10

Y Y Y Y

1月～12月 4月～8月 11月14日 4月～11月

衆議院公開討論会 わんぱく相撲 第879回例会 地域協働事業

19区 立川場所 100％例会 立川 

2 3 5 2 合    計

A-1　例会費繰入収入 75,550 75,550

収 A-2　委員会事業費繰入収入 52,311 139,531 191,842

B　登録料収入

C　協賛金収入 100,000 100,000

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 152,311 139,531 75,550 367,392

1　会場設営費支出 65,600 2,100 54,999 122,699

2　企画・演出費支出 15,000 10,500 25,500

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出 68,040 68,040

5　資料作成費支出 3,041 601 3,642

6　報告書作成費支出 688 688

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 79,493 9,450 88,943

10　保険料支出 24,750 24,750

11　通信費支出

出 12　分担金支出 10,000 10,000

13　雑費支出 630 22,500 23,130

14　予備費支出

合　　計 152,311 139,531 75,550 367,392

例 会
費

\ 75,550

委 員 会費 \ 191,842

合 計 \ 267,392

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

立川部会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード K01 K02 K03 K04 K05 K06 K07 K08 K09 K10

Y Y

1月～12月 1月～5月

衆議院公開討論会 地域協働事業

19区 国立

2 2 合    計

A-1　例会費繰入収入

収 A-2　委員会事業費繰入収入 12,787 70,000 82,787

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 12,787 70,000 82,787

1　会場設営費支出 12,787 12,787

2　企画・演出費支出

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出

5　資料作成費支出

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出

10　保険料支出

11　通信費支出

出 12　分担金支出 70,000 70,000

13　雑費支出

14　予備費支出

合　　計 12,787 70,000 82,787

例 会
費

\

委員会費 \ 82,787

合 計 \ 82,787

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

国立部会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード M01 M02 M03 M04 M05 M06 M07 M08 M09 M10

Y Y Y

1月～12月 4月～8月 8月～１1月

衆議院公開討論会 わんぱく相撲 地域協働事業

20区 武蔵村山場所 武蔵村山

2 3 2 合    計

A-1　例会費繰入収入

収 A-2　委員会事業費繰入収入 20,010 155,797 60,000 235,807

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 20,010 155,797 60,000 235,807

1　会場設営費支出

2　企画・演出費支出 　

3　講師関係費支出 20,000 20,000

支 4　広報費支出

5　資料作成費支出

6　報告書作成費支出 517 517

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出 78,030 78,030

10　保険料支出 24,750 24,750

11　通信費支出

出 12　分担金支出 20,010 10,000 60,000 90,010

13　雑費支出 22,500 22,500

14　予備費支出

合　　計 20,010 155,797 60,000 235,807

例 会
費

\

委員会費 \ 235,807

合 計 \ 235,807

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

武蔵村山部会

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名
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コード S01 S02 S03 S04 S05 S06 S07 S08 S09 S10

Y

2月22日

第870回例会

5 合    計

A-1　例会費繰入収入 46,253 46,253

収 A-2　委員会事業費繰入収入

B　登録料収入

C　協賛金収入

入 D　補助金等収入

E　寄付金収入

F　雑収入

合　　計 46,253 46,253

1　会場設営費支出 45,000 45,000

2　企画・演出費支出

3　講師関係費支出

支 4　広報費支出

5　資料作成費支出 1,253 1,253

6　報告書作成費支出

7　渉外費支出

8　旅費交通費支出

9　参加記念品代支出

10　保険料支出

11　通信費支出

出 12　分担金支出

13　雑費支出

14　予備費支出

合　　計 46,253 46,253

例 会
費

\ 46,253

委員会費 \

合 計 \ 46,253

( 単位 ： 円 )

開催目的(定款)

スタッフ

公益性判断

2012年度  委員会 ・ 例会 決算(案)

開     催     日

事     業     名

81



17.監査報告書 

 

2013年 1月 24日 

社団法人立川青年会議所 

理事長 矢 澤 貴 光 殿 

  

 監事 

 佐 藤 篤 史 

  

                   公証印略 

 

 監事 

 小 林   寛 

  

                   公証印略 

 

 外部監事 

 山 﨑 佳 一 

  

                   公証印略 

 

私達は 2012年 1月 1日より、同年 12月 31日までの社団法人立川青年会議所の会計並

びに業務の監査を行った。 

よって以下の通り監査意見書としてここに報告する。 

1、 監査方法の概要 

(1) 会計監査について、会計に関する帳簿・書類の閲覧など必要と思われる監査手

続きを用いて計算書類の正当性を検討した。 

(2) 業務の監査について、理事会及びその他の会議に出席し、理事からの報告を聴

取し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当

性を検討した。 

2、 監査結果の意見 

(1) 収支計算書、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は会計帳簿の記載

金額と一致し、法人の収支及び財産の状況を正しく示していると認める。 

(2) 業務報告書の内容は真実であると認める。 

(3) 理事の職務執行に際し、法令及び定款に適合していると認める。 

以上 
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